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と
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す
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問
題
が

k
り
所
要
旧
制
さ
れ
た
た
め

外
事
者
の
年
比
白
山
去
ね
ら
れ

そ
れ
で
J

い
な
刊
一

C
C
六ド
JI
円、

こ
れ
支
て
£

:p;，；.、法学I!13 •2 15 I) ::sυ 〆.2ill2.7 .I 



要
担
仇
さ
れ
て
ェ
さ
だ
「
作
為
泊
裕
一
か
り
も
「
干
作
為
過
棋
の

、
ゲ
レ
7

ゾ
下
〆
八
r
L

利
が
一
階
さ
九
る
に
主
一
つ
F

の

で
あ
ろ
う
か
じ
そ
ろ

L
ナ
法
化
を
も
子
ら
L
た
、
最
も
F
要
九
r必
要
司
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あ
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＼
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右
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仲
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と
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介
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す
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ず
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と
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瓦
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史
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台
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検
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あ
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叫
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叫
し
て
お
ノ
、
ぺ

そ
れ
か
ら
、
ニ
灯

つ
の
汲
訟
を
何
時
に
田
療
で
き
な
い
と
い
う
ア
ノ
レ
ン

、f

マ
に
対
し

み
び
］
兆
円

で
、
そ
れ
を
札
批
判
的
に
均

d
L

の
よ
う
な
対
応
を
と
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じ
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す
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す
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す
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引
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す
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す
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す
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す
る
の

九
I

砕
い

こ
の
二
段
訟
の
過
お
の
と
ち
ら

T
R粧
す
心
的
iA

三
一
一
沢
ず
る
に
あ

f
っ
こ
行
政
は

相
川
寺
、
さ
れ
る
町
民
怯
が
相
持
的
に
前
い
側
の

川
旭
♂
訟
を
巨
避
す
る
絵
悶
に
あ
る
。
川
宣
さ
れ
る
川
町
誌
は
が
相
対
的
に
低
い
闘
の
訓
話
と
は
、
「
在
公
的
コ
ス

l
」

f
v
J
一
に
一
で
た
攻
は

乏
な
さ
れ
、
行
政
へ
の
非
院
を
引
き
起
、
L

す
こ
ζ

が
少
な
い
迎
械
で
あ
る
に
ま
た
、
こ
の
よ
う
f
d
帰
吉
一
り
さ
れ
方
は
、
決
定
f

R

H
げ
の

範
囲
号
、
山
係
す
る

y
ク
タ
ド
ど
の
よ
ゐ
に
配
分
す
る
の
か
と
い
う
百
円
μ
分
汁
J

の
あ
り
一
で
つ
と
戸
J
N
I
L
関
係
す
る
c

行
政
が
ど
の
鉱

閣
で
た
宗
と
吉
、
ぺ
－
b
一
引
き
受
け
ら
れ
る
L
m
d

は
、
行
政
一

rrホム
H
ず
る

7
門
性
、
こ
執
行
住
力
仁
土

J

て
知
J

止
さ
れ
る
た
町
、
そ
う

ν
た

h
Zリ

吐
い
や
執
行
能
力
が
十
分
に
隊
保
で

tkな
い
場
介
、
行
政
は
利
益
り
の
責
任
を
収
減
す
る
よ
う
な
刊
殴
を
構
築
す
る
と
想
定
さ
れ
る
口

他
刀
、
ツ
ご
れ
ま
で
は
訪
問
唱
と
さ
れ
な
か
っ
た
烈
の
つ
詰
ど
を
サ
山
問
視
し
「
政
治
化
さ
せ
よ
う
と
す
る
対
仏
勢
力
が
出
羽
す
る
と
、

こ
う
し
た
対
抗
努
力
と
づ
け
は
と
の
闘
で
厳

L
い
対
（
げ
が

a
A－
QJ
こ
の
刈
？
げ
は
、

対
抗
勢
h
d
M
y
彼
忠
告
川
佑
ー
な
と
を
組
織
化
し
た
町
、

被
害
高
川
川
い
一
と
行
政
と
の
対
立
を

Jff
ィ
γ
が
部
道
し
ん
り
、

ι
訴
訟
日
よ
り
公
的

M
F訪
中
し
力
一

fhJ汁
わ
れ
た
り
す
る
こ
と
で
、
「
政

:Pi<；.、法学） (i2 <2 I Sb) '.lc2 〆.2ill2.7 .I 



出
化
一
さ
れ
る
三
J
乙
J

あ
る
r

こ
う
な
る
と
、
そ
れ
ま
で
問
迫
ー
こ
さ
れ
な
古
う
た
刊
の

1

過
誤

万
戸
い
千
六
な
「
過
誤

と

u
r
k
h
阿古川い

化
さ
れ
、

そ
れ
に

j

一
に
で
よ
立
が
の
丹
一
万
n
v
J
／
し
わ
れ
る
と
と
も
に
、

過
叩
一
川
壮
一
涯
の
川
一
ワ
ン
ス

irn

そ
の
佐
阜
、

刺
だ
な
帰
土
一
官
一
し
か
ρ

ヒ、

ぴ
選
択
〕
匝
さ
れ
る
こ
こ
に
な
る
の
で
あ
る

J) 

の
分
析
枠
組
み
は
、
貸
金
業
規
制
強
化
の

い
あ
た
っ
て
も
右
対
p
r
y
－
思
わ
れ
ゐ

そ
れ
で
は
次
に
、
民

全
業
刊
別
抗
に
お
け
る

早
川
八
Y
氾

J
E
u－
ー
不
作
為
川
公
ど
に
つ
い
て
一
説
叫
し
し
お
く
n

2喜

"'' i羽］

む
企
業
規
制
に
お
け
る
ー
作
為
必
訟
と
不
作
為
過
誤
」

資
設
業
初
制
に
お
り
る

レ
は
、
住
り
予
告
高
金
利
引
か
ら
侭
諾
す
る
た
め
に
政
府
が
金
利
テ
法
制
し
た
り
（
限
金
利

J 会剰j荏＂名めぐ z，：改前週杵 l、

法
制
」

～総
U

思
規
制
、

へ
あ
た
り
の
川
河
川
弘
J
E
規
制
し
た
り

す
る

P

」
！
y

か
ら
生
し
る
道
下
札
口
じ
あ
る

第
に
、
ヘ
ム
利
規
制
に
よ
れ
貸
金
町
長
者
が
比
較
的
沢
い
全
刊
で
し
か
炎
、
〆
山
せ
な
く
な
る
と
、

伊
り
千
J

の
半
什
脊
一
が
叫
い
い
？
〕
く
な
、
円
、
片
見

〕
相
れ
リ
ス
ク
が
内
い
借
り

J

ア
に
は
融
資
が
れ
わ

μ
な
く
去
る
。

そ
の
け
品
川
来
、
J

丘
令
が
一
位
り
た
い
培
費
者
的
資
全
需
要
が
流
た
さ
れ
な

；
な
う
て

υ
ま
う
と
い

さ
れ
よ
c

特
に
問
題
こ
な
る
の
が
、
古
川
J

－
帯
叩
川
市
川
業
の
J

な
い
さ
融
資
で
あ
る
ο

…
小
・

一
世
択
で
は
、
－
古
川
！
ハ
公
が
羽
も
な
，
、
一
人
っ
て
く
る
の
に
、
手
形
決
法
の
期
以
が
そ
の

Jmに
あ
り
、
辺
金
、
か
足
リ
な
い
と
い
う
こ
？
こ
が
あ
る
ι

相
dw涼
め
な
い
中
小

azj州
刑
事
案
者
に
汁

ν
て
、
銀
行
LMu
は
ず
ぐ
に
記
長
な
資
金
手
貸
し
て
は
く
れ
な
い
〉
こ
の
場
台
、
多
心
古
川
い
全

山
刊
で
あ
っ
一
に
も
却
金
で
融
資
を
行
っ
て
く
れ
る
金
融
業
者
が
必
要
一
ぐ
あ
る

L
か
し
、
中
小
町
零
細
事
菜
は
貸
し
倒
れ
J
ス
ク
が
向
い

、f

ナP

V; 

仏H
’
、
古
川
市
臼
は
れ
山
令
利
が
十
九
務
付
け
ら
れ
る
と
、

中
小
宅
小
島
何
市
y
v市
は
ず
ヘ
レ
繰
り

政
資
壬
ノ
f
ぉ
、
っ
と
は

L
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、

よ一

に
結
っ
て

L
ま
う
l
l

い
う
の
で
あ
る
ハ

ゲレ

カ
ワ
か
ず

小
売
げ
同
店
お
ぶ
，
同
f
M
な
ど
が
利
唱
す
る

U
掛
け
全
淑

fu公
営
令
主

者
に
、
九
日
企
業
法
の
υ
弘
行
ま
で
年
ハ
川
門
・
七
－
九
先

ノi

り
ま
じ
は
一
f

九

九

出

も
の
特
例
仏
軍
釈
が
認
め
よ

J

れ
て
い

一一ハノ
f

）
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た
の
も
、
そ
、
つ
に
ー
事
情
を
山
間
後
？
て
の
こ
こ
で
ち
ワ
た

r

ま
た
総
『
主
規
制
に
よ
っ
て
、
収
r
へ
の
な
い
専
烹
十
婦
は
配
備
〆
干
の
町
立
さ

な
し
〈
は
的
資
を
受
け
ら
れ
な
く
な
り
、
川
一
俗
店
で
働
ノ
＼
、
一

ιわ
が
地
号
る
と
い
っ
b

に
描
摘
も
な

3
れ九
J

つ

で戸、、
問

第
一
い
、
こ
の
工
う
に
ノ
ス
ケ
幻
討
い
仙
り

1
に
対
）
亡
、
資
金
需
叫
が
あ
る
の
に
資
金
い
ん
洪
給
さ
れ
な
く
な
る
ご
♂
守
、
情
出
収

引
が
起
き
に
し
ま
い
、
景
気
を
応
化
さ
せ
て
し
ま
う
と
い
う
王
張
が
な
さ
れ
Lt

第
＝
に
、
企
利
協
引
に
よ
れ
、

つ
ス
カ
ノ
の
高
い
古
川
手
に
政
…
交
を
行
つ
人
公
取
楽
者
が
い
な
＼
右
ノ
Q
F

」
と
と
、
資
金
市
市
立
が
満
た
さ
れ

な
く
な
っ
た
伶
η
手
を
が
川
、
仏
外
な
利
息
で
貸
し
出
し
九
七
付
加
つ
〈
立
性
雨
苫
ロ
オ
ゆ
る
一
ヤ
ミ
、
（
週
明
）
金
融
）
が
…
唱
え
に
し
ま
う
。

そ
の
結
果
、
か
よ
ん
つ

C
多

E
涜
務
山
間
山
辺
が
深
刻
化
し
と
し
ま
う
と
い
、

7
干
張
が
な
さ
れ
た
ι

日
早
川
に
、

低
い
貸
出
金
利
と
は
利
さ
わ
が
古
川
っ
て
｜
一
汁
な
収
益
会
一
A

げ
ら
れ
な
く
な

経
営
基
盤
の
弱
い
小
小
得
制
貸
企
業
者
は
、

り、

F
柴山～

店
川
町
い
に
な
る
へ
そ
の
た
め
、
中
小
山
首
会
業
者
の
庭
菜
が
増
え
、
賃
金
業
針

つ
亡
し
ま
λ
J

の
ご
、
作
り
子

に
ム
ワ
て
も
不
便
仁
な
る
と
い

こ
れ
に
討
｝
九
民
公
安
持
制
に
お
け
る
一
不
作
為
尚
北
間
」

F
は、

政
情
何
日
父
？
字
、
へ
の
川
市
制
が
不

i
ヘ
打
ん
な
こ
と
か
ら
z

た
す
〆
る
渦
お
ご

ーへノ
i
J
r
k

ふ
。
；
ιfr

第

債
務
主
は
い
地
治
が
凶
難
I
r

な
り
、

い
同
人
刊
で
の
貸
し
出

J
T一
説
剥
せ
ず

で
の
ん
九
〕
山
し
が
（
れ
わ
れ
る
い
＼

返
済
の
た
め
に
別
の
業
主
か
ら
荷
主
判
ご
飢
リ
は
や
一
品
一
け
、

也
、
ら
に
そ
の
退
治
の
た
め
に
別
の
業
者
か
ら
罰
金
利
て
一
融
資
を
主
け
る
て
い

、
つ
主
循
環
に
結
っ
て
し
ま

7
っ
多
重
川
市
ル
均
一
山
川
引
は
こ
の
よ
つ
に
し
て
発
刊
し
ご
い
る
の
一
土
問
り
、
十
一
八
土
利
で
の
貸
し
出
し
を
禁
じ
る
べ

与
と
い
う
、
一
目
以
h
J
Aふ
さ
れ
た
り

第
に
、
返
品
川
能
力
が
れ
h

い
者
の
常
り
人
れ
需
更
を
満
た
す
た
め

人
ム
引
規
M
Jテ
絞
め
乙
の
は
お
か
し
い
と
い
う
指
指
が
ふ
7

み
さ
れ
た

A

一
三
｝
、
ノ
3

、

2
L
J
σ
Jな

へ
ぺ
椛
来
高
弘
返
済
能
川
が
泣
い
蓄
に
は
貸
し
M
H
4

れ
リ
ス
ク
を
常
茶

L
、

そ
れ
で
は
遅

交
正
れ
で
融
資
を
行
う
の
だ
が
、
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済
は
ま
宇
ま
す
岡
鉱
と
な
る
r

こ
う

υ
た
仙
り
入
れ
百
更
は
、

む
二
つ
満
た
べ
C

れ
な
い
十
万
九
J
J

玄
人
の
た
め
て
あ
る

な
さ
ぬ
も
親
切

と
い
冶
つ
わ
け
で
あ
る

止
事
＝
－

L
、
貸
金
主
志
の
川
川
町
な
は
り

υ
て
に
対
ー
一

47Q服
却
が
れ
介
て
あ
り
、

絡
ま
る

そ
う
し
犬
山
は
り
リ
て
を
f

川
川
市
は

、
、
さ
と
あ
る
レ
一
い
つ
杭
抗
も
必
さ
れ
介
。
ま
た
、
上
浪
金
制
刊
を
f

引
き
げ
れ
ば
ヤ
ミ
ふ
税
制
が
蔓
昨
一
一
る
と
い
っ
i
m
M
い
対
L
L
は
、
ヤ
ミ

全
一
弘
…
は
違
法
な
の
ど
か
ら
警
銘
が
取
り
締
ま
れ
ば
よ
い
、
と
い
う
＋
f

技
が
ι
へ
ふ
さ
れ
た
u

実
院
の
と
こ
勺
、

ヤ
ミ
〈
f

慌
が
初
会
河
川
也
と
な
る

ま
で
は
惜
察
の
取
h

け
紡
ま
り
は
が
十
分

ru
＼

被山中
u
t
臼
が
警
察
に
州
一
け
込
九
一
℃
も
民
向
上
ギ
介
入
を
町
出
に
し
て
取
り
吉
わ
な
い
、
一
と
が
多

く
れ
は
り
た
も
の
は

K
3
の
が
当
吠
、
」
と
紘
害
背
を
説
校
7
る
場
与
門
戸
、
え
あ
っ
た
と
い

絞
述
す
る
よ
う
仁
、
日
い
j
h

久
平
木
剣
山
刷
、
刷
寸
に
む
引
規
制
を
め
ぐ
ハ
て
は
、
慌
に
こ
う
し
た
一
作
為
底
抗
」
や
凶
述

rべ
き
か
一
不
作
為

J 会剰j荏＂名めぐ z，：改前週杵 l、

過
誤
」
ル
一
回
遊
す
べ
き
か
ご
意
見
の
汁
V
A
υ

児
ら
札
た
の
む
あ
る

J

第

N〕

行
政
の
釘
応

そ
れ
で
は
次
に
、
泊
中
山
口
出
迎
の
ず
ィ
レ
J

マ

ー
し
た
行
政
は
、
ど
の
ぶ
つ
仁
対
応
す
る
の
か
と
い
う
こ
こ
に
悶
す

Jr見

r、
お
こ
、
つ
｝

7
何
時
は
、
過
山
市
司
避
の

f
ィ
シ
ン
マ
状
呪
一
い
白

F
m
r
h
r礼
子
、
円
ら
の
す
、
目
領
域
を
花
カ
ド
応
と
て
縮
小
さ
き
ο

傾
向
を
見
出

L
亡
い
る
r

手
ヰ
以
一
一
山
伐
の
予
防
接
種
行
政
を
、

J
作
為
A
m
J
d
が

「
前
点
的

右
も
の
ド
ど
こ
ま
】
て
い
た
時
期

U

パパ
ω
A
4
4川の
J

化
え
れ
が
顕
本
化
L

h

J

W

じりのの

な
も
の
と
列
二
八
九
れ
れ
～
判
明
、

一
向
、
一
作
為
週
誌
が
1
M
引
遊
川
ず
能
」

な
ら
の
と
さ
れ
い

「
式
市
吟
史

、f

た
川
町
日
間
と
ド
M
日
分
し
そ
れ
ァ
て
れ
の
時
間
川
い
お
け
ん
引
退
玖
目
立
ι

の
デ
ノ
レ
〆
フ
、
へ
の
対
処
汁
山
本

生
省

訓

「
小
叱
沼
化

ゲレ

グ
川
市
誠
の
何
回
一
存

じ
て
の
処
理
、
訴
一
式
阿
波
な
ど
に
よ
っ
て
問
思
や
混
合
化
ヲ
バ
ぜ
な
い

；ド：

ス
A
β
川ソハ刊

戸
肝
小
川
よ
口
が
、

相
氾
失
責
任
に
よ
る
救
清
配
度
を
恥
試
し
、
以
内
用
の
紘
主
引
を
い
以
済
、
す
句
会
員
打
を
と
る
：
ー
と
で
、
民
主
化
1
一亡

L
ま
っ
た
R
U
誤
を
「
希
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市：

「
一
げ
散
に

（μ刊
力
d
E誤
を
四
民
す
る
責
任
ヰ
も
明
低
に
背
負

？）
M
L

、
弘
主
川
北
品
川
｝
に
か
る
不
作
為
過
誤
山
川
涯
は
組
長
寸
る
）
、

う
こ
と
〆
な
勺
た
ノ
打
点
が

ハ、

ら
畑
山
別
官
接
税
、
レ
＼
と
川
刈
伊
ヘ
ヰ
一
転
挨
さ
柱
、

で戸、、
問

に
川
岸
議
4
h
の
川
ム
「

I

ゆ
る
ケ
一
之
更
と
す
る
な
y
、
公
的
責
げ
l
ー
を
「
分
散
化
す
る
）

と
い
う
よ
う
一
い
ま
〆
め
て
い
る

r

そ
の
？
三
、

f
b引は、

f

ハ山
J

侃

化

と

い
ず
れ
も
平
ノ
レ
ン
マ
を
表
出
さ
せ
な
い
こ
と

F
非
難
の
回
避
と
刈
段
の
安
定
を
当
り
、

「
f

苅
机
化
は

決
fT一t
L

責
任
事
一
引
き
主
け
し
U

る
、
一
ぺ
；
伝
わ
ち
公
的
資
包
町
村
戒
を
拡
大
三
一
せ
て
い
る
の
に
刻
し
、
ー
分
以
化
一
は
、
退
官
昨
何
涯
の
ザ
ノ

レ
ン

γ
き
副
長
に
公
約
員
任
の
範
料
引
を
綜
小
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ー
維
凶
避
と
引
月
一
の
安
定
を
企
阿
川
l
一
て
い
る
と
ム
9
る
。
こ
の
よ

行
政
の
役
認
を
紘
小
・
限
！
ー
ん
さ
せ
て
い
く

「
分
散
化
一

小
仏
為
芯
叩
訟
の
円
叫
ん
刊
を
と
も
に
軽
減
、
」
せ
る
か
♂

純
略
一
ほ
、

出
木
を
も
つ
た
め
、

3
雑
け
能
件
を
怯
減
さ
せ
る
亘
去
に
お
い
て
E
A
J
約
で
あ
向
、

か
っ
そ
れ
は

t
p
イ
シ
フ
ォ
ー
ム
ヘ
コ
ン
ビ
ニ
下
、
一

ゃ
「
削
九
州
一
川
崎
円
札
」
LUFL

重
1

伊
す
ゐ
刊
川
代
社
会
の
市
流
と
も
合
致
し
て
、
v
γ

丘
、
一
過
1
4
h

同
一
抵
の
「
フ
ィ
レ
ン
マ
状
況
に
人
戸
山
し
た
わ
政
干

分
散
叱
」
戦
時
々
、
ー
と
り
、
戸
し
つ
の
貴
子
拍
い
践
え
臨
む
に
l
b
c
て
縮
小
さ
せ
る
…
河
川
は
、

お
す
り
く
不
可
、
辺
的
な
脇
勢
t
ノ
比
い
わ
れ
る

d

そ
こ
f
h
見
、
コ
れ
J
Zの
は
、
刊
r
勾
過
熱
し
人
不
作
為
過
訊
の
と
ち
ら
も
百
避
す
る
よ
う
仰
山
中
行
三
れ
る
と
、
行
政
が
口
ら
の
役
割
b

以－
J
J
ご
LJ
一

v

、
次
号
こ
責
任
を
他
に
ふ
τ
一ぷ

υ
ょ
う
こ
j
ブ
伯
、
法
議
I

川
な
悶
一
院
で
あ
る
、

九

J
R
の
古
僚
品
開
を

d

い
ん
良
型
」
〆
一
可
ぴ
、

d

引
会
か

退
Lr
る
こ
＝
に
ょ
う
て
存
ヶ
一
悲
一
株
キ
か
の
へ
と
と
縫
持
L
よ
λ

と
三
に
い
る
よ
う
に
口
見
え
る
と
す
る
桁
捕
も
あ
る
が
、
ご
れ
も
ま
た
、

叶
ハ
刀
散
化
A

が
広
く
じ
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
物
語
っ
、
い
フ
ど
と
い
う
の

の
に
～
併
で
あ
る

J) 

「
公
的
出
作
分
散
化
の
れ

原
田
久
が
、
生
活
保
護
は
策
を
検
討
す
る
こ

t
c
虻
義
を
I
1

と
い
う
見
汀
に
対
し
て
は
、

し
た

u

九
九
（
〕
刊
べ
中
品
川
川
以
降
、

的
J
U
よ
り
も
作
為
川
町

れ
作
為
法
誌
へ
漏
給
）

原
刊
に
」
る
と
、

相
恒
生
省

（
川
出
川
ワ
ペ
労
働
省

J

は

判
ハ
（
減
給

一
再
止
を
且
旧
日
L
C
お
り
、
一
日
必
ぷ
回
避
の
デ

J

レ
〆
マ
＼
の
刈
処
策
と
し
て
は
一
分
故
化
一
山
町
f

附
を
と
一
J

J

；J

ごた
c

つ土古川ノ、

一
市
清
川
K
A官の）
A
h
H
4
」

ー川
J
h
心
女
仔
を
布
え
に
負
わ
せ
、

公
虻
ベ
レ
貝
粁
を
同
道
し
て
い
た
し
さ
ら
に
、

牛
川
市
付
設
何
ハ
帆
刊
令
の

F

i

 
い～」
hノ
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一
・
ア
パ
割
を
角
川
J

さ
セ
y
Q
F
L

と
で
企
’
h
1
H
拾
J

崎中キ
i
f
川
給
防
ど
に
向
上
か
わ
せ
る
、
y

午
前
保
武
一
司
八
日
川
令
の
政
ー
パ
川
町
政
関
係
ご

jら
ノ

ス

ワ
カ
？
の
必
ヨ
チ
拡
大
さ
セ
る
こ
y
で
、
仕
方
白
FF体
が
市
川
氏
か
ら
の
仮
設
白
請
じ
材
工
t
消
極
的
－
L
対
芯
す
る
｝
I
f
J
T

可
持
に
す

フ

ω
、
実
休
的
な
基
準
↓
一
江
z
応
機
能
を
せ
汁
f
な
い
治
挟
州
本
準
ご
い
う
一
ふ
つ
の
仕
組
ふ
に
よ
っ
て
、
十
円
（
打
げ
の
「
分
際
化
一
戦
暗
法
維
汁
さ

れ
て
き
た
。
レ
一
二
ろ
が
、
こ
つ
し
た
仕
秘
み
に
つ
い
ぐ
変
況
が
な
さ
れ
る
こ
と
な
ノ
＼

そ
の
う
え
バ
ー
炉
保
設
の
ん
正
会
給
件
ivれ
お
よ
U

全
額
一
庁
五
土
最
高
と
な
コ
た
に
も
ん
川
’
か
わ
ら
す
、

厚
生
労
儒
省
は
不
作
為
送
訳
、

f

）（f
J

七
件
十
秋
を
わ
ず
に
、

す
な
わ
ち
泌
治
初
J
H
を
卓

視
し
、
て
の
け
川
策
を
実
施
す
る
上
、
つ
に
な
っ
た
u

こ
の
市
上
向
か
h

は
、
一
品
誤
阿
波
の
デ
メ

L
ン
マ
に
出
白
す
る
／
什
此
ト
ヨ
僚
制
む
も
、

と
き
に
い
公
郡
吉
打
の
総
区
拡
大
を
試
み
る
二
と
が
一
不
さ
れ
し
い
る
の
で
あ
る

実
は

T
塚
の
取
け
一
げ
た

F
お
接
種
h
伐
に
お
い
ど
も
、

行
政
の
不
作
為
逝
茨
へ
の
関
心
が
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
、

J 会剰j荏＂名めぐ z，：改前週杵 l、

八
伝
一
本
に
、

ツ
一
プ
ン
ス
の
企
業
か
ら
輸
入
す
る
ヒ
プ
ワ
ク
チ
ン
が

U
本
で
技
種
可
能
に
な
っ
た
っ
こ
の
際
、
販
完
企
業
山
川
、
h

味？
J
h
v
告が

戸
ト
〕
負
担
で
れ
一
つ

μ

わ
い
立
按
判
」

の

Lrめ
、
円
リ
七
万
本
の
販
売
数
て
足
り
る
と
札
一
、
1
v

た
と
こ
ろ
が
、
希
望
者
が
殺
到
〕
て
約
五

h
人
が
長
持
守
九
と
な
勺
た
た
め
、

二
川
一
心
九
作
一

一
月
に
は
片
仁
川
ト
j

七
位
万
平
が
仇
給
さ
れ
心
よ
ろ
に
な
っ
た
っ
こ
の
ヒ
プ
ワ
ヶ

チ
ン
の
人
欠
か
ら
、
ま
ず
人
柄
型
イ
ン
ブ
ル
ニ
〆
ザ
の
流
行
J
V
J

の
っ
て
、
原
パ
μ

山
方
働
省
の
子
防
長
笹
川
仙
人
ム
で
は
、
公
費
負
担
ワ
ク
ゴ
ノ
J

を

慣
や
す
べ
主
か
と
ろ
か
が
詩
人
岬
さ
れ
2

ぬ
よ
一
、
つ
に
な
リ
、
専
叫
1

一
弘
の
川
川
で
も
4
↓
れ
防
長
一
号
」
誌
の
い
収
大
T

改
け
を
求
め

「

M
M

V
っ
こ
今
後
、
世
界
と
の
ワ
ク
チ
ン

j

て
い
る
と

め
る
べ
き
p

と
す

や
小
児
科
1

出
の

rAえ
が
位
入
団
円
支
持
を
得
て
、
一
一
中

生
労
働
有
の
太
作
為
品
A

刊
い
を
土
民
的
る
L

戸
が
討
ま
れ
ば
、

月
げ
宇
労
働
省
ち
舟
ぴ
py仏三川

J

何
十
へ
の
公
費
負
担
の
地
説
や
Jhy訪
持
箆
の
義
常
化

、f

チ
再
検
討
し
な
け
れ
ば
な
り
＆
く
な
る
で
あ
ろ
、
つ
れ

公
的
責
任
廿
散
化

は
「
X
1
4
v止
だ
と
は
百
え
な
い
の

つ
ま
り

ゲレ

木
叫
川
光
の
分
析
対
象
に
お
い
て
h
、
パ
斗
活
保
護
政
肢
と

mM怖
に
、
戸
「
塚
の
分
析
対
象
ー
と
は
邑
！
一

3
内
政
策
恥
換
が
起
き
て
い
る
、
す

：誌、
J

J

、

3
1
1
 
「
誌
が
’
分
析
対
象
と
し
た
マ
γ
功
長
種
行
政
じ
は
、

回
波
小
L

強

（
感
栄
症
の
発
生
）

眠
一
役
の
出
発
点
に
お
い
て
は
不
作
為
F
h
d肌

、

＼

ノ

（

J
L
r
一
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；J
h

一一HA
制
し
て
い
た

J
N
U

の
の

災
在
に
お
い
て
は
作
為
過
時

U

Z

J
〉

可同川川竹ハ一。

刊
民
を
よ
二
軍
…
況
す

〈
強
制
U
J
r明
、

フ
心
↑
で
つ
い
な
ハ
ペ
責
任
の
分
散
化
キ
当
つ
人
／

の
に
討
し
、
本
州
究
h
J
分
析
対
り
民
：
ず
る
貸
会
長
税
引

で戸、、
問

:J 

作
為
通
訳
川
一
避

L
i
ヅ

i
／
金
利
の
一
一
品
先
な
ど
、
九
同
一
金
業
へ
の
穏
や
か
な
民
税
）

か
ら
ナ
ハ
作
為
パ
一
叫
川
政
（
グ
レ
l
ソ
l

／

l
f
J叶
乃
花
止
や

J

れ
私
立
問
地
相
川
の
諮
↓
八
な
ど
、
貸
企
業
へ
の
治
い
臥
叶
）

へ

」
れ
ん
一
口
貸
A
L
W
れ
混
刈
一
は
比
九
刻
焔
化
の
司
王

へ
と
政
紫
が
恥
役
さ
れ
た
の
マ
あ
る

こ
つ
し
た
政
散
を
一
分
析
対
象
と
す
る
こ
と
は
、
手
口
引
の
分
析
の

6
ム
売
を
保
土
う
も
の
で
は
な
い

f

心
し
巳
木
研
究
の

ιι
古川、

ゐ
氾
誤
ー
と
「

が
、
は
伸
之
ィ
な
政
取
の
氏
問
詩
人
刀
材
、
百
る
う
え
じ
有
刑
な
蜘
mAハ
イ
で
あ
る
こ
と
や
一
不
J
q
こ
r
一
に
あ
る

U

本
研

～九

E
は、

作
為
以
誤
」
が
間
出
視
さ
れ
、
穏
や
か
る
よ
叫
対
抗
し
か
実
的
支
れ
で
ご
な
か
っ
ん
政
策
制
域
に
お
い
て
、
ど
の
上
与
に
し
て

法
制
が
強
什
さ
れ
ゐ
こ
と
に
な
づ
た
の
か
、

そ
の
交
化
を
も
た
ら
し
た
長
氏
を
探
求

F
る

こ
う
し
た
安
い
を
明
ら
か
に
し
、
政
策
山
引

換
の
理
由
を
説
明
す
る
こ
と
守
、
一
作
為
過
認
し
二
不
作
為
週
以
と
い

、
J

J

啄
や
貯
刊
が
研
究
対
象
と
工
J

政
策
領
域

と
ば
口
れ
な
一
r
Q

政
策
鋲
域
の
八
万
祈
に
も
越
同
一
可
誌
で
あ
り
、

公
共
政
策
、
け

7

－
て
山
県
な
も
の
で
あ
る
こ
i
f

が
一
ハ
一
き
れ
る
で
あ

3

l

r

k

 

タ
f

一
J

主高

災
企
業
長
約
の

早

本
節
で
は
、
貸
金
主
ヘ
カ
見
叫
、
お
に
主
刊
現
州
什
が
〆
の
よ
ゐ
に
展
却
し
ご
き
た
の
カ
、
そ
の
出
巾
ん
を
阿
川
町
制
l
、
ム
ハ
行
為
恐
ヨ
一
何
庭

よ
り
点
行
為
這
訳
肘
避
が
優
先
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
巳

/';: 
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第

(1fi 

利
息
制
限
法
の
制
疋

貸
金
業
就
剥
の
法
律
と
し
て
眠
、
も

U

い
の
は
列
店
別
浪
江
一
γ
あ
け
、

一
制
ベ
ム
じ

j
i
J
J
‘
 

ド
司
記
さ
れ
た

～
～
の
法
律
は

一
ヘ
ヒ
亡

J

牛

（ノ一午）

民

F
的
効
h
り
の
限
界
と
な
る
利
口
h
J
付

J

止
め
寸
も
の
で
、
、
呉
川

ν
し
も
川
事
一
向
の
対
象
7

は
な
ら
な
い
J

も？と

b
y一
河
市
叫
州
政
村
は
一
人
〕
庁

羽
泊
四
年
）
に
丈
保
の
改
革
の
附
に
だ
め
ら
れ
た
河
見
川
ね

二
山
部

h7J

を
庶
止
し

ρ
J
殺
は
利
息
を
ぢ
対
で
決
め
、
契
約
書
に
苦
戸
一
残
す
よ
う
求
め
る
太
政

J
u
h
zを
免
令
し
て
い
ん
n

本
よ
古
川
円

γ
よ
る
と
、

ー
ヰ
一
じ
は

出
手
の
山
町
川
氏
か
り
、
成
州
リ
リ
同
基
本
的
に
利
息
の
こ
内
出
入
化
問
所
引
し
て
お
り
、
利
息

M
mの
均
川
崎
は
お
千
九
く
円
本
山
宇
一
初
め
て
の
こ
と
だ

、Lq

と
い
与
c

だ
が
こ
の
方
計
は
、
ア
ヲ
ぐ
に
撤
回
さ
れ
と
「

八
七
七
ノ
i
に
久
政
守
門

th門
第
六
ー
っ
す
と
し
て
枇
且
此
限
1
M
が
枇
ー
た

3
れ、

F

」
で
は
金
一
政
賞
作
の
－
m
M八
f
利
と
し
て
、
一
冗
卒
一
戸
ノ
コ
円
未
阿
南
町
場
合
は
ん

i

O
拓、

ぃ
i
h

ハ
サ
ペ

〔
）
（
ノ
川
円
以
L

ハ）

C
C円
未
満
の
場
合

J 会剰j荏＂名めぐ z，：改前週杵 l、

i
、

l
c
r／

 

江
本
へ
い

C
C円
以
の
場
ん
は
』
「
二
一
%
よ
寸
る
こ
と
が
山
ば
め
ら
れ
、
こ
の
制
限
を
以
過
ヂ
る
八
万
は
裁
判
け
無
効
の

も
の
と

υ
、
そ
の
制
限
に
ま
ご
引
主
也
オ
こ
と
と
さ
1

れ
た
〈
州
立
制
限
伐
を
芯
山
た
し
た
叫
制
ロ
ペ
は
、
刊
主
制
限
似
の
日
的
を
次
の
よ
、
っ

昨
今
川
山
打
H
山
知
は

日
人
f
？
八
骨
骨
拝
同
県
比
円
高
利
」

一ヤ
λ

什
わ
れ
て
お
り
、

返
沿
が
遅
一
f
L
L
ほ
と
す
る
と

い
注
べ
て
い
る
じ
す
な
わ
ち
、

会
長
ー
は
、
司
会

のノ乙川

F
C晶、
i
八
な
担
｛
吾
ヘ
b
J化
f

コ
て
い
る
に
む
お
卜
の
問
起
こ
〆
ら
え
q
Q
と
利

E
は
法
律
ご
制
限
す
べ

き
も
の
と
は
な
い
が
、
罰
〈
…
ヤ
遠
山
科
学
は
刻
一
夜
す
、
き
で
あ
j
、
「
句
作
斗
料
法
鋭
を
以
r
よ
之
や
刻
展
」
？
、
い
る
か
ら
、

u
Zで
も
法

や
叫
一
定
〕
た
ど
い
う
の

一
八
乙
二
年
に
お
け
る
銀
／
什
い
の
貸
出
利
之
平
均
金
利
は

h
－
九
・
九
六
四
ん
%
で
あ
け

'ct 
お

〆
ノ
‘
八
七

ν

｝

二
階
八
へ
司
］
%
で
能
移

L
v
t
い
た
と
い

前
一
年
間
は
刊

、f

と
こ
ろ
が
絞
刈
で
は
、
制
限
超
込
利
息
を
法
定
利
息
い
引
去
一
昨
す
と
い
う
規
｛
て
が
、
大
J

同一な
r
一川
1

門じ
L

な
る
n

と
い
、
つ
の
点
、
引
、
さ
古
L

ゲレ

L
の
ら
訟
が
条
文

H
L
U
E
か
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め

裁
判
に
か
け
え
れ
七
時
点
争
基
準
に
そ
れ
以
誌
や
対
象
と
与
え
る
の
か
、
そ

れ
と
も
泡
っ
て
写
λ
る
の
か

は
な
か
コ
ιに
か
－
り
む
あ
る
乙
そ

L
C
没
者
心

そ
れ
ま
で
支
払
，
た
町
一
は
払
い
F
V
ぎ
と " 1ご

['.( 
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い
み
こ
f

に
な
る
か
ら
、
そ
の
分
長
一
冗
主
に
そ
げ
「
「
る
こ
と
が
吋
捻
に
な
る

日
一
初
、
地
ん
川
市
川

f
ぬ
毒
は
判
ド
ハ
一
今
日
引
き
ム
位
二
三
冗
ぶ
に

ヘ凡
ψ

一
〈
き
る
ど
い
ろ

υ
泌
を
と
り
、

P

昔
、
石
川
光
ち
司
様
に
判
断
｝
C
い
た

に
つ
れ
、
異
な
る
は
附
に
よ
る
判
次

で戸、、
問

が
中
山
さ
れ
る
E
う
仁
士

J

心
υ

J

、々

六戸川）

ノl
I', 

午
（
川
和

一
ー
コ
法
告
は

す
で
に
支
払
わ
れ
と
分

γ
つ
い
て
は
、
そ
の
ま

、、

ま
い
せ
よ
、
と
い
う
口
町
を
一
、
級
審
に
社
L
1
4
し
た
ぺ

人
梓
宗
カ
ら
刊
紙
の
異
な
る
判
決
が
出
さ
れ
た

し
一
が
し
そ
り
を
も
、

；

d

C

4

1

1

i

 

旬
、
川
法
省
は

f
ギ
リ
ス
r

へ
と
フ
↑
ブ
／
ス
人
の
法
伴
顧
叫
に
さ
見
を
求
め
た

U

ブ
ブ
ン
ス
ヘ
の
顧
問
は
、
巡
っ
て
の
引
き
直
し
を
台
モ

L
七
r

と
こ
ろ
が
イ
官
リ
ス
八
の
顧
問
は
、

割
以
沼
地
利
息
の
支
払
い
デ
、
約
は
小
川
い
に
1
て
当
然
、

証
店
別
で
あ
る
し
、

J
l
マ
土
九
万
決
じ

！

？

〈

4

百
で
あ
る

の
格
引
4
h

小
法
の
突
約
よ
り
牛
ず
る
能
わ

F
」
が
選
別
さ
れ
る
と
し
て
、
…
一
一
九
亡
の
引
き
出
し
を
支
持
し
た
心
こ
の

よ
う
に
法
律
朝
間
の
児
所
も
沿
う
か
れ
て
し
ま
う
と
の
だ
が
、
こ
の
頃
か
ら
人
近
院
判
例
の
は
鮮
は
、
利
忠
制
限
法
は
裁
判
企
知
わ
さ

す
し
て
既
い
悟
出
没
し
た
司
令
八
刀
の
引
き
直
し
を
支
持
し
た
も
の
で
は
な

ν
と
＼
つ
併
釈
仁
統

3
れ
た
と
い

と
v

、P
J
O
A

J
l
u
f
 
銀
つ
の
貸
出
ね
た
平
均
主
判
が
F
V
J
た
た
め

制
限
刊
な

ト
八
一
八
作

川
刊
ヨ
制
限
は
は

L

L

 

ノ

ノ

公

に
公
王
さ
れ

t
、一

J

、

し

ア

＠
f
q

ん
γ

竺
ハ
一
パ
ロ
ョ
ぶ
l
一
C
C
C
了
一
ョ
未
満
の
埼
合
辻
会
一

〉
一
）

J

；
l
J

一

〈
一
（

t
i
u

つ
い
J
2
K』慌のい
U
W
ムμ
はんい

%、

ι大
l

出

卜
の
馬
台
は

1

ハ
リ
%
に
引
主
ト
げ
ム
れ
J
／

C

f

d

お、

jし

い :fl
f、ィi
とぴ）

い＇:t
J '' 1T 
ベじ〕

登
山
」斗

撚ヨ

ーー「－
;:1 

利
は
.{f. 
、
与

f〕

ノ、

s G 
巳ヲτ 

あ

仁； 

コμ
一
町
二
一
今
日
は
午
ド

一
ハ
〕
摩
川
河
ハ
%

第

ク
レ
ゾ
ン
金
利
の
発
パ
ゴ

till 
日
川
年
、
は
っ
応
急
、
第
次
配
＃
に
戦
、
p
ご
い
な
る
と
、
戦

f

町
と
比
〈
ょ
に
物
仔
お
銀
行
の
貸
出
約
疋
一
平
均
ハ
ム
一
引
い
は
再
検
し
た
n

こ
の
た
め
、

一
九
五
川
rTに
判
明
品
川
川
限
法
は
再
改
正
さ
れ
る

U

こ
れ
が
現
行
の
利
息
制
限
法
で
あ
ゐ
ー

知
山
間
利
息
は
、

一
万
本
一
円
、
が
円
未
満
の
場
九
戸

は」「
q
h
f〕%、

市
本
に
ヲ
円
以
ー

j
c万
円
L
L
R
M
の
ぬ
ム
－
は
ノ
i

一八足、

口
V
F
L
L
さ
れ
た

司、

ゾ
コ
万
円
以
の
鴻
ι「
は
年

か
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お

九
九
州
司
の
銀
一
打
の
日
皆
、
出
約
百

r巧
金
利
は
平
九
‘
ハ
一
一
一
八
%
で
ち
り
、
改
正
前
一
半
パ
刊
は
口
1

〈ソ

7
凶

九

j

／コ
附

五
出
FC
位
移
1
J

て
い
た
と
い

九
百
川
刊
改
ー
汁
の
利
息
相
川
県
法
は

借
れ
「
い
か
料
通
部

一久宋一

fd
で

ト
担
制
金
川
刊
の
超
過
部
分
や
｝
一
効
ャ
と
す
る
心

耳
、
l
p
v
 

ハ
刀
を
任
官
に
支
弘
、
た
時
は
、
返
対
請
求
は
で
き
な
い
レ
し
十

か
つ
て
灯
土
予
抗
の
判
併
を
交
け
緋
い
M
J
こ
と
い
な
，
ω
。
二
度
が
一
説

起
法
部
分
守
い
つ
で
も
返
還
請
求
じ
さ
る
ー
に
な
れ
ば
、

貸
し
付
け
を
た
め
、
旬
、
つ
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
さ
れ
た
か
ら
だ
と
い
う

U

作
為
山
山
古
川
同
泣
が
優
先
さ
れ
た
オ
け
ず
あ
る
c

ト
ノ
ノ
一
［
三
J
I
、

i
レ
J
2
4
f

グ
七

貸
L
手
は
不
安
定
き
を
嫌
い
、

リ
ス
ク
の
高
い
借
り
子
へ
の

と
こ
ろ
が

九
五
m門
ト
？
に
は
、
出
廷
法
も
市
定
え
れ
て
い
る
市
長
法
の
正
式
竹
称
は
、

1

山
川
去
の
受
入
れ
、
弛
い
り
会
及
び
ハ
ム
杭
寺

の
取
締
り
い
問
ず
る
法
洋
」
と
い
い
、
業
告
に
上
る
貸
し
出
L
も
、
悩
人
円
ー
の
貸
し
借
り
も
、
制
限
合
引
は
け
じ
牛
ん
十

C
九

五

J 会剰j荏＂名めぐ z，：改前週杵 l、

出
と
山
山
め
ム
り
れ
た

も
と
も
l
y

出
資
法
は

じ
り
ず
の
川
町
誌
を
は
的
と
し
ん
利
t

］
守
制
限
ー
は
と
は
門
的
が
異
な
灯
、
「
E
M
利
に
よ
る
会
長

の
犯
甲
干
に
（
ノ
ヘ
ホ
が
ふ
の
を
防
〈
よ
め
に
灯
、
ヲ
札
た
も
の
で
品
っ

の
た
め
、
山
資
以
内
金
利
礼
制
に
違
反
す
る

dノと
耳
川
町
出
庁
利
さ
れ
る
こ
と
に
な
〉
」
一
の
で
品
る
｝

も
ち
ろ
ん
山
資
法
は
、
司
令
引
で
の
貸
し
川
し
を
抑
ド
す
る
効
尖
を
U

戸
、
っ
一
、
い
丈

そ
こ
で
違
法
主
融
た
考
－
V

勾
ゆ
乙
「
ャ
、
、
会

会
除
ノ
＼
多
く
の
貸
金
主
主
ー
は
、

叶

ご

〉

f
J
7
C
当

；

ー

ρしV
／
一
不

A
F
I
J
i
i

利
息
刻
一
点
ー
は
の
…
刺
市
長
会
利
以
し
、
山
川
F

六
法
の
！

J
k
f
ア
イ
日
う
じ
い
た

J

利怯州刈川悦叶川い

」
孔
の
規
定
に
よ
り
、

借
り
「
が
げ
l
l
h

忌
で
支
払
っ
て
い
る
山
川
刊
印
刷
叫
限
法
の
l
収
合
利
h
r
一

ふらt、

ト
L
M
判
る
全
斗
で
の
貸
し
出
し
も
有
効
戸
っ
た
か
ら
で
あ
人
匂
っ

、f

と
こ
ろ
が
最
高
裁
判
一
川
は

る
と
い
引
っ

九
ハ
川
刊
に
「
利
息
制
限
伐
の
制
限
利
息
4
泊
、
ズ
も
柏
市
山
部
分
は
元
本
に
よ
勺
J

ー
が
戸
川
と
さ

ゲレ

判
決
を
（
最
高
渋
川
川
知
三
九
今
一

さ
ら
に
一
九
ハ
人
宇
に
は
一
出
ふ
充
当
を
／
hv
〉
た
結
果
、
返
r
仏
舎
が

ぶて

日
大
法
廷
判
決
）
抜
高

月

八

日
t

人
法
モ
判
決
）
、

生
じ
れ
ば

店
払
金
の
返
決
議
求
が
で
き

る
ど
い
う
判
決
を
出
し
た

U

取
高
及
川
布
山
一
ノ
ゴ

け
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裁
判
附
が

条
項
を
守
主
上
死
文
化
1

J

た
の
ご
あ
る

J

こ
の
結
果
、
多
く
の
賃
金
者
世
に
こ
ワ
て
、
「
法
的
に
は

孔一

っ
た
わ
け
で
あ
る
c

ど
は

利
息
制
限
法
の

存
血
〆
な
い
起
通
部
一
対
を
早
尖
上
お

y
な
L
く
払
J

て
く
れ
る
貸
｝
千
に
公
布
す
る
f
h
l

安
定
な
状
訟
に
な

で戸、、
問

い
え
キ
く
の
消
貸
主
は

賃
金
染
者
占
、
の
約
定
金
利
の
う
ち
列
息
制
限
法
の
制
限
利
息
旭
川
辺
ぷ
分
に
つ
い
て
は
主
紅
兵
務
が
な
い
戸
）
－

を
知
ら
を
い
人
J

め
、
約
定
金
村
を
そ
の
ま
ま
支
払
う
と
い
う
川
設
が
流
い

第
一
節

サ
ラ
ノ
ム
の
uuE
川崎

と
こ
ろ
で
、
て
の
刊
問
、
資
企
業
明

九
ハ
心
年
前
後
に
東
京
l
L
件
円

F
、
公
団
な
と
凶
品
川
の
什

民
ド
対
し
て
A2Jι
叫
ん
パ
届
け
る
一
」
と
に
守
化

L
た
ん
L
－
刷
会
社
、

同
地
合
同
哨
」
が
現
れ
た
の
で
あ
る
〉
「
咋
の
た
凶
は
、

M

一
稿

い
わ
ゆ
る

r,i; 
↑~＂ 

て
お
り
、
間
同
市
力
が
高
い
と
ヰ
方
、
ズ
ら
れ
て
い
た

3

こ
札
以
降
、

伎
の
消
費
者
ふ
対
設
に
川
担
保
証
…
侭
一
対

ご
融
資
を
行
よ
ノ
主
融
業
高
「
か
次
々
と
何
業
し
て
U

J

た

現
在
す
る
十
八

T
待
費
者
金
融
会
社
も
、
一
、
の
一
明
に
副
業
し
て
お
じ
、

九
五

じ
ん
ノ
「
に

l
f
い
吾
川
戸
守
山
内

d
i
l
 

L

、

l
F
R／
 

と
に

7
口
ミ
ス
（
川
河
叫
町
、
田
川
再
会

什み一岡山喜一一

：i
hナ

マ

佐

明
パ
六
九
一
「
ー
に
ア
コ
ム
（
v
i
時
、
れ
つ
が
）
、

Mi 

一ψ
一
時
、
松
原
託
業
）

が
、
ノ
て
ふ
れ
川
て
れ
浩
司
刊
勺
／

一
比
六
六
年
に
武
i

昌」

（
当
時
、
宮
J

窃－

u

ぇ
～
七
2

パ
ー
に
ア
イ
ノ
ル

れ業
吋 J

ぬ＇＂ふ給
う ふう

にて
ない
る4る

一
一
う
仁
た
消
費
考
会
J

開
業
者
は

zd称
汁
づ
令
）
レ
一
M
l
－
林
さ

一
大
工
コ
年
以
降
、
井
フ
ワ
マ
ン
全
一
一

サ
ラ
金
の
m
U写
但

W
U
2町
は
、
町
民
人
宇
閉
め
中
心
は
質
屋
で
あ
一
つ
一
た
。
し
か
し
、
目
、
室
に
は
明
、
草
（
川
J

仮
）
が
必
要
で
あ
っ
た

L
、
借
り

h

リ
れ
い
る
全
日
稿
、
も
質
H
U
4

（
利
保
」

の
計
佐
議
以
下
で
あ
っ
た
り
そ
て
で
年
組
出
品
・
毎
月
本
祉
じ
削
中
に
肱
安
を
ヤ
つ
サ
－
Y
Aや
が
、
h

志
士
戸
に
じ

ぬ
ー
を
は
大
し
て
い
く
こ
と
ト
士
っ
た
。

；
！
？
｝

J

：
 

月間
V
1
1
f佐
F
L
h
Hペカ

月
武
一

と
ハ
ペ
市

J

百
七
色

ク
レ
ジ
ノ
「
一

さ
ら
こ
ん
六
つ
年
は
、

日
一
変
吏
し
た
ワ
ず
あ
り
、
さ
ら
に

U
本
ダ
J

ブ
ハ
ケ
ヨ
ノ
フ
が
誌
げ
一
さ
れ
、

円
本
ナ
じ
ん
的
め
て
ク
レ
ジ

y

p
カ
l
ト
が
党
行
さ
れ
た
ハ
i
p
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も
あ
う
た
こ

け
λ品
川
む
γ

間
一
山
口
芝
公
長
期
に
人
り

人
斗
一
山
積
さ
れ
る
よ
、
ぺ
に
な
っ
犬
こ
こ
に
刊
い
、
一
町
い
米

耐
久
的
普

hw－が
t＼
ロ
翠
敗
k

冗

め
い
札
入
を
元
取
リ

L
て
f
f
信
一
今
一
打
、
つ
口
、
〆
‘
ク
レ
ン
y
卜
が
「
ご
速
に
発
反
し
た
の
で
あ
る
こ

サ
フ
主
が
マ
ス
コ
ミ
に
攻
り
上
げ
ん
れ
る
よ
、
つ
に
な
っ
た
の
は
、

T

万
二
ム
訂
作
f
rー
か
ら
で
あ
る
）
抗
日
仇
七
日
沼
市
総
保
の
式
訪
に
よ

り
、
生
活
資
八
斗
を
」
可
決
す
る
た
約
内
川
出
者
U
T
増
加
し
て
お
り
、
け
γ
捕
に
は
行
列
が
で
さ
る
ほ
ど
需
叫
が
あ
っ
た
っ
そ
の
う
え
当
時
の

サ
一
プ
主
wtMJ引
は
、
司

C
C
克
一
ぼ
く
の
前
八
ム
利
一
一
、
一
剛
山
交
を

7
〉
て
い
た
。

そ
こ
で
一
九
七
江
庁
か
り
一
九
八
行
年
に
か
け
て
、

I= 

正反

カ
ー
ド
会
日
刊
や
外
資
系
企
業
が
朽
次
い
で
消
由
民
高
金
融
い
参
入
し
た
G

札
止
す
系
企
業
は
、

判
八
v
f
と
い
う
当
吋
と
し
て
は

3
わ
め
て
ほ

L
貸
出
金
れ
を
拐
げ
C
参
入
し
、

U
ヰ
の
八
戸
下
山
間
川
賞
者
〈
V
棋
会
H
J
4
J

金
れ
を
下
げ
て
応
殺
し
た
〈
た
と
え
ば
ブ
口
、
、
ス
以
、

L
：＼ 

7
1
ノ

主
ド
主
利
を
1

一
つ
話
か
ら
同
じ
・
川

μ
%
に
引
さ
h
Lげ
て
い
る
c

結
来
的
に
い
、

外
fλ

コ
ャ
店
い
敗
力
l
y
t
会
社
か
ら
の
4

か
初
参
入

J 会剰j荏＂名めぐ z，：改前週杵 l、

小
I
J
A

債
権
の
捕
加
に
よ
っ

γ
j業
副
椋
の
綜
小
に
追
い
込
ま
れ
る
会
社
も
あ
ら
わ
し
、

ム
古
川
剖
刊
を
避
け
る
た
め
に
れ
費
者
p

玉
県
市
場
か
ら
織
込
ぃ
式
会
社
も
あ
っ
ど

v

は
、
ー
大
敗
い
終
わ
っ
た

い
仮
述
ず
る
よ
う
な
れ

暴
力
肝
い
や
志
伝
ヘ
ホ
業
誌
も
参
入
J
h
J

日i
時
の
貸
金
裟
界
ば

「r
い
出

f

」
業
」
状
主
で
、
佐
川
仏
↓
去
十
川
を
F

知
め
る
に
辻
、
ー
、

7-

σ） 

九
川
で
、

夜
討
の
？
世
lhyv
財
務
同
一
泊
、
μ
古
都
道
府
県
に
「
川
け
川
る
だ
け
5
4
く、

比
腎

ju
一
九
は
な
主
一
に

47
：
止
コ
た
の
一
に
の

一
九
七
九
J

寸
出
、
か
h

一
九
ヘ
ロ
年
代
出
1
i
に
ト
け
r＼

つ
J

人
／
長
苔
は
年

A

ペ
リ
コ
対
近
〈
の
司
会
利
で
利
川
4
h

の
支
払
い
4
4
カ
J
b
i
k

田町〕

P
L芳
則
過
別

け
一
ソ
人
ム
ヰ
い
に
よ
る
一
家
心
中
山
一
、
什
殺
、
山
仏
法
げ
が
多
発

J

制
山
口
を
行
い
、
暴
力
的
e

脅
迫
川
な
以
り
げ
と
や
？
っ
た
た
め
、

J

こ
の

、f

九
ヒ
八
庁
頃
か
ら
メ
デ
r
？
に
ふ
ゐ

一台

ー
サ
ラ
金
批
判
3

ャ
ン
ベ
、
〆
カ
行
わ
れ
る
こ
と
で
、
ー
サ
ラ
令
一
と
い
う
一
日
誌
の

f
メ
l
、
J

は
官
化
し
ん

n

汲
刷
判
竹
J
N
－
付
金
利
・
泡
附
な
取
り
立
て
」
（
い
わ
ゆ
る
「
3
K
」
が
社
会
問
題
化
し
、

ゲレ
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第
四
節

ク
レ

l
ソ
i
ン
金
利
の
が
認

「
UYブ
令
地
獄
が
花
会
問
題
と
な
リ
、
貸
企
業
界
へ
の
税
制
引
の
必
製
自
九
九
J

T

仁
張
さ
れ
る
よ
う
に
な
「

孜
V
F
い
の
不
作
為
調
設
が

で戸、、
問

間
仕
化
〕
た
の
ご
ろ
A
v
r

そ
？
）
で
大
ぃ
胤
省
、
法
長
庁
、
対
序
市
川
司
、
枇
察
干
な
ど
四
川
係
省
庁
の
川
出
当
主
が
集
ま
り
、
約
法
作
成
の
苧
備
h
r
一

＼

i
J
h
t
 

hu川
吋
M
A
J
L

じ
か
し
、
こ
の
河
題
い
つ
い
と
は
、
と
力
省
「
J

も
王
専
権
を
と
ろ
っ
こ
は
什
ず
、
押
し
付
け
A
h
い
に
な
っ
vt
し
ま
っ
た
レ
一
い

下
つ
ハ
た
、
ー
と
え
ば
人
政
省
内
部
に
は
、
「
令
蹴
磯
山
川
銀
行
一
、
「
一
献
資
大
企
業
向
け

と
い
う
考
え
方
が
強
／
＼
「
な
ぜ
、
ハ
H
A
4
v
オ
省
内

問
問
を
汁
叫
ん
v
が
り
な
け
れ
ば
士
ら
九
%
い
の
カ
」
と
川
、
っ

r
b少
な
く
な
市
プ
口
ん
と
い
う
ー

「
に
休
前
な
規
事
じ
つ
い
て
も
、
意
見
は
な
か
な
か
ま
と
去
ら
な
か
っ
た

山
資
法
の
」
上
限
金
利
？
あ
る

c
h
d

口
UWF
は
高
守
ぎ

る
」
レ
r

一
い
ソ
出
で
各
省
庁
は

t
J
二
〉
〕
〕
、

さ
1
p
l
i
c
u

握
じ
な
金
利

口市v
い
く
ら
な
の
’
？
と
い
う
よ
叫
で
は
宍
見
か
分
か
れ
だ
ま
た
、
ぶ

た
な
？
山
山
ハ
引
同
一
で
利
自
制
日
以
パ
一
以
を
超
え
る
金
利
ふ
認
め
て
し
ま
う
と
、

利
息
制
限
法
を
述
、
叫
ん
る
利
患
は
返
還
請
求
ぺ
し
き
る
と
し
た
最

n
M
長
印
刷
内
を
行
政
が
者
1

J

午
、
工
豆
、
、
こ
と
に
な
る
と
い
、
っ
同
窓
も
あ

J
f「

J

そ
こ
で
析
行
同
議
長
立
、
は
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

土－
1

可、

i
j
j

！
 
ノL
1、

サ
一
ソ
金
m
品
川
一
一
ァ
ニ
。
改
ド

一
年
に
日
資
去
が
改
ρ

さ
れ
る
と
と
も
に
、

貸
金
一
議
引
は
制
は
が
制
た
さ
れ
た

へ吊山司
py

川、

f
1
1
F
J

不

凶凶作円坤凶
JVL

円いねい
F

L

、
上
限
会
利
は
木
則
む
は
問

0
・ハノ（
U
凶
お
ー
こ
さ
れ
ル
／
も
の
の
、
附
則
に
よ
け
、
川
沿
い
削
持
民
と
し
て
法
律
凶
作
れ
の
け

か
お
り
二
一
司
社
は
午
字
〕
一
〕
一
一
・

0
対
心
、

ぞ
れ
以
降
は
年
九
十
荒
川
・
じ
h
%
L
A
J
き
下
げ
る
こ
と
と
さ
れ
、

K
A

引
ト
張
金
利
へ
の
コ
フ
き
yf

げ
は
、

J
L
律
柏
戸
打
の
ロ
レ
か
L

りJ
川
年
が
経
沼
〕
と
以
降
、
人
民
主
万
給
の
状
況
そ
の
泊
の
詳
べ

T
金
臥
情
勢
、
貸
金
業
主
の
主
務
円
五
車

止
守
一
を
勘
案

L
て
検
討
を
釘
え
、
連
ヤ
か
に
J

止
め
る
も
の
一
と
さ
れ
u
f。
ニ
灯
経
外
尚
南
は
、
当
時
の
サ
ラ
金
の
貸
出
金
川
h
m
J

甘
利
に
〈
＼

合
引
u

引
恒
庶
で
あ
る

P

一
と
を
考
古
｝
し
て
完
め
ら
れ
た
と
い
ろ

山
Z
F
」
試
の
よ
閉
山
小
川
吋
刊
は

ム
八
八
ハ
咋
に
立
凶
・
七
万
慌
に
引
再
一
、

J、
2詮

げ
ら
れ

九
九
一
午
に
な
っ
て
よ
う
わ

J

刊
へ
い
－
つ
つ
凶
出
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
の

こ
の
よ
う
に
山
資
法
の
工
限
金
釈
の
引
芯

F
げ
仏
、
大
手
引
山
育
者
全
噌
公
判
の
長
効
金
利
水
準
を
政
友

L
て
ク
レ

l
ソ
1
ソ
ユ
リ
仰
を

:Pi<；.、法学＇ (i2 :2 I時） ：：別〆.2ill2.7 .I 



桁
ん
419勾
も
の
に
過
ぎ
一
ず
、

日
系
際
の
資
計
九
一
利
会
引
き

F
げ
る
も
の

C
は
な
か
っ
た

μ

刊
力
d
E誤
叫
越
が
～
慌
た
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
、

J

、ゐ
J

主
；
〉
、

7
」

ι甘
口

付

手

ん
1
v
h
h
M
A
L
ν
ι

ニハ
J
L
L

豆、
1
1
3
r
T
I
、

、

／

マ

一

U
F一方♂方
1
7
r
k

｝
イ
｝
2

同
小
の
消
費
L
A
ん
立
間
余
ホ
に
と
っ
て
は
扱
い
も
の
で
あ
っ
た

μ

引
苫
や
の
緒
小
平

叶ム（山に

一
刊
に
は
二
万
対
け
あ
っ
丈
金
限
是
主
は
、
事
年
一
い
は

7
d
o
fノ
一
ひ
討
九
／
一
激
減

ν
た
て
い

Y
し
？
、

zιF

〆ノ

つ＂＇
他
刀
、
新
し
く
引
疋
さ
れ
た
仕
需
業
叫
制
法
一
一
、
は
、
威
川
山
J

む
な
恥
り
白
て
行
為
が
数
じ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
貸
金
業
者
と
し
て
営
主

：一
J
｝

〉

こ

J
ω
α
f
l
J
J
C
1
t
 

ご
れ
ま
ご
は
川
出
川
引
が
っ
た
の
ど
戸
、
合
録
制
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
JJ

た
c

と
は
ハ
え
都
道
府
県
知
事
登
録
の
場

合
、
貸
企
業
規
事
法
六
条
の
三
日
円
相
h
U
4
出
に
該
当
し
な
い
限
り
、

Nmu
弘
子
数
件
（
一
一
八
げ
〔
）
ノ
ー
の
時
点
じ
川
」
川
一
（

J
P
C円
～
を
支

f
一、ザ～
J
1
9

、

て

2

1

U

託
金
糸
の
わ
ハ
ぷ
行
凶
作
九
品
目
行
弓
こ
と
が
一
℃
さ
ー
に

J 会剰j荏＂名めぐ z，：改前週杵 l、

ミ
τ
h
J

いい吾川七山久九
Ja

の一〕い問、

四
二
丸
木
で

「
み
な
し
ヰ
パ
沖

こ
と
マ
あ
る

－
、
の
規
J

ニ
ト
よ
り
、
L

ず
で
に
支
払
〆
て
し

ま
〉
一
た
ク
レ
ー
ゾ
1
J
金
利
に
つ
い
て
は
、
貸
企
業
川
品
川
叫
が
だ
め
る
一
七
条
書
FM
（
契
約
書
而
）
ヤ
八
条
吉
司

（
主
以
証
書
）
本
一

円

H
ム
マ
昔
ペ
ャ
オ
が
前
九
百
の
際
に
い
ん
刊
す
る
な
ど
最
格
介
。
布
が
け
を
備
工

J

、

債
務
者
が
利
立
と
、
〕
ど
れ
い
口
に
ん
払
ぺ
た

七、
て〉

f晶
J、、
μ 

入
品
利
戸
心
（
円
升
同
一
み
九
ふ
さ
れ
る
こ
こ
に
な
っ

つ
ま
け
F
L

れ
は
、

長
持
政
に
よ
っ
て

U
Tノ
さ
れ
た
利
忘
制
限
法
一
条
二
項
を
事

f

十六上、

復
活
さ
吃
る
も
の
で
あ
り
、
グ
シ
ゾ
ン
ム
寸
…
利
一
を
認
め
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
法
で
疋
め
ら
れ
た
書
山
が
交
付
さ
れ
て
い
る
浪
リ
、

1
7
L
l
ゾ
ー
ン
金
利

で
の
貸
）
出

ν
は
認
め
ら
れ
利
F

品
掛
川
県
法
の
川
限
利
自
超
過
部
一
勺
を
絞
か
ら
一
正
本

γ
充
当
ず
る
こ
と
は
で

さ
な
；
を
つ
人
J

の
p
b羽
7
Q

こ
こ
で
も
作
為
遇
誌

U
逃
が
俊
リ
ー
さ
れ
た
の
で
あ
れ

J

、
当
事
者
の
吋J
志
に
委
ね
ム
ゼ
一
レ
一
に
し
た
と
い
、
っ
点

、f

で
は
、
責
任
の

1

分
散
化
一
L

公
団
つ
れ
J

ー
も
の
と
も
一
打
、
え
も
り

ゲレ

有
効
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第

h
節

消
費
寄
金
融
業
界
の
発
展

一
九
九
戸
川
に
ア
コ
ム
が
最
初
い
い
人
契
約
段
み
一
一
守
人
す
る
レ

そ
の
佳
名
注
力
？
門
阿
さ
が
一
可
け
人
れ
ら
れ

iilN 
？平
方言
壬会

J宝

憎
し

:Pi<」、法学： (i2 ¥2 170) '.16h 〆.2ill2.7〕

A

九
九

oqfhr↓
へ
る
と
よ
川
喪
レ
ハ
会
問
一
斗
円
界
は

イ
メ
ー
ジ
が
悪
化
し
た
「
サ

L
r

い
う
呼
称
で
は
な
く
「
消
費
者
会
同

で戸、、
問

い
う
川
町
祢
を
M
m

い
る
司
令
つ
に
な
れ
、
急
速
な
ヘ
ヂ
肢
を
遂
げ
フ
叫
そ
の
長
料
、
こ

L
て
は
第
－
い
、
｝
斗
計
四
契
約
問
山
内
導
入
が
学
げ
ら
れ
る

そ
ヲ
二
、
他
の
γ

八
子
、
川
質
者
合
州
知
旬
、

々
と
導
入
し
た
。
第

い
、
計
一
日
明
的
な
「
、
パ
U

戦
略
が
山
骨
子
げ
い
り
れ
る
巳
一
H
’前川人約

的
問
の
草
寸
へ
と
川
時
期
に

深
夜
に
限
ら
れ
て
い
た
一
ア
レ
ザ

7
コ
マ

l
ン
ャ
ル
が
そ
れ
以
外
の
持
山
惜
仁
も
流
さ
れ
る
J
う
に
な
っ
た
。

v川内
U
F
W
T
什
企
紙
太
子
白
判
（
T

ノ
ソ
ル
、

二
ぷ
ナ
プ
一
口
阿
山
内
〆

一

2
1
R－

ア
コ
ム
、

J
4
4
L
L
、
ブ
口
ミ
ス
、

の
仏
出
土
口
一
防
相
H
は

ノ

"' 
月
間
町
山
MH

で
綻
慌
に
じ
向
性
同

J

ヒ↓一

c
c
h円
に
三
て
レ
ス
ハ
ま
た
、
街
角
で
も
従
主
民
が
十
八
富
山
一
F

J

Y
ン
コ
ペ
ー
パ
ー
を
ど
り
、
川
名
肢
を

こ
の
よ
う
に
し
亡
、
そ
れ
ま
ぜ
法
貨
苔
金
融
や
一
利
用
1
た
こ
と
が
な
ー
刀
っ
た
乙
年
同
ヤ
久
性
廃
の
取
り
込
刊
に
も
泌
功
し
た

c/) 

第
二
に
株
式
公
開
も
、
斗
ブ
金
山
悪
い
イ
メ
’
b

払
拭

F
る
効
果
を
村
了
心
ハ
ア
コ
ム
、
ブ
口
、
ス
、

伝
阪
の

占
一
斗
」
。

；； 

九
八
七
年
収
か
ら
ヒ
坊
の
準
怖
を
定
め
て
お
り
、
そ
の
塚
f
v

て
力
八
八
年
に

汀
伝
阪
が

一
九
一
ヘ
九
年
に
は
ア
ー
ム

ミ
ス
が
、

件
丸
山
公
判
の
と
混
一
今
二
九
・
一
一
%
に
ヲ
夫
、
下
け
る
こ
と
に
〕
P
K
O

と
レ
う
の
も
、
当
時
、

川
資
バ
、
町
一
ト
張
金
利
は
十
川
河
a

じ

五
叫

了
八
則
で
は
四
ひ

e
C
C
州
民
）
だ
っ
た
の
ど
が
、

也
、
ら
な
る

ー
経
営
努
力
に
よ
る
い
業
金
利
の
引
き
h

げ

が
求
め
ら
れ
て
お

り、

i
場
命
主
で
あ
れ
ば
九

話
く
ら
い
が
安
当
で
あ
ろ
、

7L
与
え
り
れ

7
い
た
そ
二
一
じ
、
こ
の
刈
半
仁
引
き
h

げ
た
の
？
と

守、つノ
U

た
だ
当
時
は
、
消
営
者
全
恨
の
場
へ
の
批
判
も
棋
強
小
コ
た
ん
め
、

ま
ず
山
頭
f

九
日
間
か
い
り
給
的
、
続
い
て
京

－
沫
パ
人
P
A

山間は、

日
記
糸
取
引
可
い
て
渇
す
る
と
い
、
つ
］
順
が
と
、
い

2

れ
た
ハ

年l
H

プ
U

ミ
ス
、

＝
バ
E
h
放、

ア
コ
ム
日
P
七
じ
辺
、
λ

例
刑

h
E
7
つ
九
乃

～

一

ャ

；

！

；

7
1一j
j

j
〈

一
台
～
L

九

を
止
に
汚
り
に

似
の
八
子
、

準
大
干
の
泊
費
高
金
歌
会
社
J

も
次
々
ー
と
株
式
の
店
頭
公
開
じ
踏
み
辺
り

そ
の
筏
、
大
子
消
費
者
ι
琳
会 い

〕

., 
ノ

戸；



引
が
青
木
正

J

郡
山
域
へ
＼
の
上
場
も
ノ
れ
っ
た
約
四
に
、

一
月
に
武
内
同
一
、

プ
ロ
ミ
ス
が
、

u十
九
日
告
制
ハ
ヨ
体
主

：
7
i
1
4
J
 

Cl 

ア

7
ム、

合
会
（

U
E
μ
t
H述

へ
の
加
川
ケ
ヤ
果
た

L
た
こ
と
も
、
消
費
土
立
問
F

ぶ
ホ
の
イ
メ
ン
7

v

ブ
に
つ
な
が
っ

消
費
者
会
同
会
ネ

は
、
す
つ
が
リ

h
t一
帯
奈
川
市
た
の
で
あ
る

J

第
六
節

内
i
口

ン

問

題

九
七
八
七
可

一戸
J

に
ぷ
手
金
融
機
却
が
辿
以
向
産
し

小
況
ト
i
r
p
f’
r芸
界

日
以
竹
山
川
小
小
企
菜
へ
の
員
1
決
り
が
深
刻
化
す
る
ー

は
4
で
山
の
山
川
収
川
市
シ
一

川
河
合
ヰ
で
の
取
り
込
て
が
疋
山
知
的
い
相
会
開
川
出
化
ヲ
る
工
、
つ
仁
な
り
、

グ
レ

l
Jノ
｜

L
プ

J
7
も
の
の
、

戸一一
L
サ
人
、
f
、

1
1
1
 

〆

へ
の
批
判
が
高
ま
る
よ
う
に
な
る

f

J 会剰j荏＂名めぐ z，：改前週杵 l、

ま
す
寸
社
会
町
也
と
な
っ
た
の
は
百
i
口
i
シ
で
あ
っ
た

凶
上
ロ
ー
ン
と
は
、
中
小
・
零
細
事
長
の
町
村
官
者
相
手
に
澄
川
官
保
証
人
の

提
供
か
長
件
ト
y
－
レ
て
、
子
日
刊
H
u
刊
け
の
／
バ
で
校
ト
万
円
ム
い
か
ら

り
ひ
ら
τ
J
j
守
口
八
日
一
り
万
円
ま
で
融
資
を
λ

引
っ
作
比
企
業
背
の
治
杭

h
uド
前
伎
の
業
円
で
あ
っ
た
が
、

恥
古
小
弘
同
券
取
引
所

マ
よ
め
久
匂

山部
l
限
切
の
「
円
栄
」
し
f
M二
川
訟
の

1

位

l
フ
つ
ン
1
h

」
U) 

け
で
、
全
体
的
立
訓
4
一
超
「
融
資
時
パ
晶
子
右
之
、
ぃ

日
ノ
ラ
会
問
お
れ
は
、
高
金
利
、
過
剰
融
資
、
則
的
な
収
り
す
て
の
、

、寸コ
b

L
オ
Y巴

る
「

UYブ
令

E
u

が
問
題
と
な
っ
？
の
だ
が
、
積
一

u
v
ン
の
た
千

ホ
も
司
一
枚
目
じ
、
ゲ
レ
ヲ
／
？
イ
三
利
で
、
岡
山
容
に
必
長
以
上

の
過
剰
な
ほ
し
μ
っ
け
を
お
要

1
b
p
泊
的
主
取
り
リ
、
を
不
い
っ
て
い
る
が
い
う
た
問
題
か
報
じ
ら
れ
る
よ
、
っ
ド
ド

4
】
た
っ
さ
ら
に
明
1

円
ン
判
引
で
は

が
大
主
一
九
以
り

i
げ
ら
れ
た
っ

ご
れ
い
LUえ
て
「
枝
川
外
一
剖
間
窓

百

円

i
ン
芸
者
は

主
H
k
n々
t

）

、

守
マ
ア
ョ
ー
イ

y
け叶
1

パつ

、f

作
業
が
い
ず
れ
制
丘
す
る
の
守
見
越
し
て
、
初
め
か
ら
連
帯
保
剖
人
に

t
る
弁
済
企
当
て
込
み
、
多
数
の
保
一
」
人
を
と
勺
一
戸
｛
九
か
り
同
ι

ゲレ

引
い
の
乞
戸
A

告
を
穴
し
込
ん
だ
の

げ附ア上口

l
ン
業
計
の
八
j
l

↓
ハ
ム
恥
じ
あ
〉
た

へ4
利
は
ム
山
、
治
省
か
ら

じ
作
土
是
正
へ
い

J入二

J
1
3
つ日

つノ

l
J
1
1
ノ

ズ

L

一

J
L
r
f
j
J
Z

L
r

－ue
、つに

さ
ム
に
遠
帯
保
訓
白
人
h
t

は、

五
金
額
（
州
同
社
以

「
総
統
的
取
引
関
係
か
ら
止
ず
る
不
特

p
止
の
情
枯
に
関

L
、

｛
疋
俳
丸
山

千ム
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度
額
｝

こ
い
う
料
、
保
託
制
ば
を
ア
分
に
説
明
せ
ず
に
、

渋
川
防
止
戸
人
約
を
叫
ん
恒
ば
せ
f
、J

そ
う
｝

J

て
保
正
人
的
知

を
制
品
一
的
仁
保
証
「
る

ら
な
い

15、
ソ
ワ
「
債
務
者
ド
パ
J

借
り
入
れ
た
債
務
に
つ
い
て
も
l
昨
日
人
に
伝
一
d
責
任
や
負
わ
し
ヤ
亡
、
取
り
J
U

て
て
い
た
の
で
あ
る

で戸、、
問

ー
ル
九
九
年
i
r
u末
か
ら

：：｝
l

：
1
）
 

式
川
一
ス

Jμ
じι
日
ド
ヌ
ー

商
T

トロ
i
／
と
い
へ
辿
載
を
開
始
ノ
、
山
l
口
、
／
叩
越
の
ι九

「
主
立
新
聞
」

及
を
仙
川
灼
た
。
二
の
v

悶アし口

i
ン
苅
山
口
一
が
背
訟
の
注
目
を
集
約
一
、

民
社
公
司
時
間
と
な
る
の
は

、i
ノ一1
J

、～
F

円
の
戸
一

t
cあ
る
。

の
円
、
千
葉
市
の
出
力

t
が
、
島
υ
山
王
が
い
の
取
り
古
し
を
一
合
け
た
と
し
て
口
い
指
令
九
J

手
取
れ
、
約
一
一

r
J
C万
円
の

害
賠
償
請
求
訴
一
訟
を

T
素
地
裁

一
九
人
一
勺
年
二
月
に
古
川
店
主
説
｜

一
日
制

そ
の
中
心
人
物
台
な
っ
た
い
灯
一
フ
か
叶
問
題
の
専
門
家
で
、

を
結
成
し
ぐ
い
介

」
し
た
に
努
川
の
代
押
へ
と
な
っ
た
t
十
郎
一
H
紅
ピ
h
h
1

諜
士
は
、

会
が
ザ
｝
フ
金
問
題
の
山
花
政
窓
引
を
開
設
l
た
慌
に
、

九
九
八
午

日
栄
・
商
フ
ァ
ン
ド
対
治
主
国
弁
主
凶
」
（
団
長
・
木
村
達
也
弁
議
l
J

宇
部
一
i

い
は
「
た

3主
会
館
℃
記

苫
会
見
を
行
、
ぺ

円
栄
の
ぷ
社
口
（
一
凡
月
で
退
れ
♂
迫
、
ん
叶
臓
、
門
い
い
か
一
光
っ
て
会
会
一
返
せ
と
電
話

一7
1
プ

ふ
公
開

υ
た
－
）
れ
が
テ
レ
ビ
で
セ
ン

v
J
i
／
ロ
ナ
ル
に
報
道
さ
れ
た
の
む
品
る
ハ

宇
都
一
円
辻
、

一
フ
。
7

の
十
て
あ
る
一

τ仕
員
七
五
心
的
十
人

い
え
ヤ
警
視
川
に
刑
事
－
L
J
A下ス

ιい
れ
い
、
ば
れ
心
喝
六
日
ム
バ

存
続
ご
込
捕
さ
れ

さ
ら
に
け
一
ん
の
引
い
貝
・
一
川
社
員
が
、

恐
喝
川
バ
ヤ
資
企
業
掃
制
v
J
h

達
反
な
と
の
容
疑
で
畑
山
次
ド
で
J

品
捕
さ
札
止
、

こ
れ
や
壬
け
い
会
問
監
は
目
方
・
近
議
財
務
局
は
つ
つ
つ
年
一
月
に
、

u栄
ん
ム
店
－
L
仁
川
淵
河
口
業
務
停
止
、

号
炉
打
の
非
合
I
r

な
っ
た
だ
京

ー
ん
軒
、
千
葉
支
山
仁
九

O
R問
門
業
務
停
止
を
人
的
仁
る
行
政
処
仕
を
行
一

J

ご
い
る
、
ま
た
こ
っ

och－
四
円
4
L
は
、
百
フ
ァ
ン
ド
の

ね
は
が
有
印
弘
文
吾
川
内
迂
罪
と
仏
円
入
羊
業
脱
却
一
法
乏
1
J

川ののれ’
K
で
逮
捕
さ
れ
、

間
の
業
務
位
J

止、

伯

1
7
ア

J

ド
士
一
け
に
ド
今
い

ω
 

引
門
司
が
転
籍
し
た
的
小
支
叫
に
刻
し
九
の
い
い
い
刷
の
晶
一
湾
岸

J

止
を
命
じ
る
行
政
処
分
を
ノ
イ
〆
一
仁
川
v
Q
o

金
融
行
e

湖
東
財
務
局
は
、

日
栄
は
ν

汗、

－Y
レ
ピ
札
制

U
一
サ
ン

7
1
7
口
、
ン
プ
？
？
？
、
一
一
｛
土

l
ス
ス

一
フ
し
ど
合
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
を
蕊
ん
に
流
l
て
い
た
ー

ア
1
3
一刀

J

」、

ム
リ
工

1
ク
ア
ノ
プ
な
ど
、
各
サ
の
報
γ
叫
吾
初
刊
に

C
M
を
流
ず
こ
L
L
で
、
判

T
R
S
「
市
旭
村
長
」
、

U
4
ァ
レ
μ一

ゐ
説i
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会
的
信
戸
川
を
持
て
つ
〆
「
J、
5
－
つ
に
は
テ
レ
ビ
で
μ

一
訂
一
心
さ
れ
る
の
を
防
ご
う
と
も
考
え
て
い
た
に
世
主
一
ハ
一
際
に
も
、

F
L
A
J
ζ
昨
旧
引
を

提
供

J

て
い
る
こ
と
を
百
弘
文
句
と
｝
ご
し
た
、
そ

F

」
明
、
円
栄
・
ι吋
一
フ
ァ
ン
ド
い
た
始
、
九
十
ヨ
弁
1
日
目
は
、
民
放
各
局
者
珂

J

て
じ

M
m一

中
汁
」
官
官
に
詰
】
し
た
も
の
の
、
旧
制
丁
に
さ
れ
な
か
？
に
と
い
う
ラ
と
こ
ろ
が
、

一
正
社
員
が
公
喝
未
遂
谷
川
弘
で
迂
婦
さ
れ
る
や
針
十
、
各
局

は
A

十
汁
い
じ
一
民
を
打
十
戸

2

切
コ

こ
の
商
［
ム
口

l
ン
問
題
は
出
会
む
も
取
り
げ
ら
れ

円
台
で
参
考
人
市
川
県

F
栄
一
と
向
上
ァ
7

ン
ト
の
社
長
は
と
も
に

ム

r

川、
rj

、

品
し
1

1
4

八
唄
叫
？
な
一
九
又
げ
た
。
商
仁
口

I
〆
の
雨
入
ム
科
に
も
批
判
の
戸
が
い
’
り
、

野
党
・
民
党
は
、
山
資
法
の
一
以
λ

常
利
い
（
rT川
0
・
0

！日

を
恥
い
息
市
町
民
法
の
こ
限
令
れ
｛
、
一

4J1

に
ま
で
引
き

I
げ
る
4
台
で
グ
レ
ー
プ

1
シ
ム
ム
析
を
廃
止
ず
る
レ
し
か
山

資
法
公
正
栄
子
一
同
A

山
に
提
出
し
た

ク
レ
1
ゾ
ー
ン
人
L
利
L
L
7

山
崎
ぺ
げ
す
る
よ
巾
小
守
柄
の
貸
金
業
梓
が
例
虚
し
、

こ
れ
に
対
し
日
寸
党
は
、

J 会剰j荏＂名めぐ z，：改前週杵 l、

絵
入
た
を
一
人
う
利
明
右
が
り
ー
ミ
J

よ
瀧
に
流
れ
る
汎
心
札
が
あ
る
よ

1
て

グ
レ

l
qノ
i
ン
全
刊
廃
止
に
は
消
極
的
で
あ
（

J

んコ

〆、
J

志、

しよけ
M
L
bア
A

ド
ら
口
十
い
比
，
t
内
で
も
、
一
引
き
下
げ
な
け
れ
ば
同
氏
の
珪
併
は
得
h

つ
れ
な
い
と
い

λ
J
E礼
子
大
勢
で
あ
り
、
公
明
党
も
出
資
手
い
の

i
限
金

一h
w
b
ド
ー
す
る
突
か
発

i

一去、
J

て
い
た
｝
結
門
局
、

二
一
け
む
り
一
%
一
究
、
宇
一
仙
刊
に
松
前
、
L

て
い
ん
J

心
民
党
と
、

（
リ
一
%
台
へ
の
引

利
を
最
高

ミ

F
げ
に
一
k
F
わ
る
公
明
党
と
の
山
で

日
間
一
、
公
明
の
与
党
＝
付
ノ
は

九

川町乃でムロ青「〕ムた
c

＋たの

P
H
M山

ク
L
ジ
ッ
ト
カ
ド
会
位
向
、
た
ず
消
費
苔
金
融
ム
以
上
？
の
〈
吾
川
一
以
棋
は

。
河
台
後
T
泊
九
一
ハ
ゾ
%
ム
門
川
1
1
i

の
不
準
に
あ
り
、
与

F

F

P

コ、

～
τ
〆一

F
U
品
川
止
さ
は
金
利
を
引
き

τ
げ
な
い
で
済
む
ウ
i
ス
が
多
か
っ
七
の
で
あ
る

も
っ
と
も
、
山
中
小
の
貸
金
書
ν宣

L
は
問
。
出
泣
い
土
利
h
r
一

パ
以
｛
心
し
て
い
2

？
と
こ
ろ
も
多
く
、

そ
う
し
た
峯
苔
ヤ
ζ

つ
て
は
、
こ
の
改
け
は
人
き
な
打
撃
と
な
っ

な
が

円
一
代
内
実
質
〈
i
刈
は

、f

年
二
八
e

九
｝
一
六
・
五
百
、
商
γ

士
二

f

ン
ト
の
実
質
、
合
剥
い
も
1

諸
費
川
一
Lム

7
4け
め
る
と
判
一
c
v
m
b一
如
、
ス
て
い
た
と
い
、
っ

ゲレ

出
資
訟
の
飢
金
利
引
き
下
げ
に
加
え
て
、
営
企
業
規
引
L
U
改
止
菜
、
も
ま
と
め
ら
れ
た
。
改
正
案
仁
は
校
保
社
契
約
に
刈
し
て
、
山
梨

J
h
溺
結
り
山
や
追
加
措
資
ご
と
に
川
内
副
白
人
に
も
主
目
白
を
ー
父
付
し
て
山
地
知
。
，
A
R
1
ッ4
4

L
仁
を
資
金
業
γ刊
に
義
ゐ
付
け
る
こ
と
が
f

亡
じ
め
ら
れ
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た
r

ま
た

、
の
川
町
け
ず
で

vur管
当
時
へ
の
庶
偽
U
M
告、

検
査
伝
道
ζ

い
っ
b
J

刻
制
違
反
じ
対
す
る
川
討
則
の
強
化
も
峰
、
J

,,ii 

I人
亡土
ム
シ〕

こ
の
斗
改
コ
μ
従
は
品
目
止
法
と

L
亡
ヨ
ム
古
に
提
出
さ
れ
、

成

υ
Lた

で戸、、
問

な
お
、

p

v

乃
市
川
資
法
改
正
法
の
市
川
に
お
い
て
、

出
資
訟
の

l
県
金
利
に
つ
い
て
は
法
律
施
行
絞
二
午
を
祥
辺
し
た
場
合
に
お
い

て
ぺ
陥

γι引
を
し
山
、
ぇ
、

必
市
店
主
い
凡
ム
ド
し
ゃ
片
付
う
も
の
と
す
る
一
げ
の
見
也
し
荒
疋
が
設
け
ら
れ

ザ

J
t
rふ
向
の
7
4
1
H
士
、

4引
い
す
円

サ
一
プ
主
殺
害
告
ら
が

一
九
九
九
年
パ
戸
い
に
「
ク
レ
ジ
ゾ
1
1
4

サ
ラ
ム
ム
・
商
l
口
l
／
の
高
ハ
ム
利
引
さ

τげ
を
求
め
る
、
弔
問
川
県

〆
高
金
利
引
き
！
げ
ん
村
述
絡
会
）

を
結
成
し
、
中
4
J泣
ア
れ
れ
小
八
十
羽
市
7
八
F
名
誉
抗
一
夜
、
新
型
以
一
一

7
設
上
、
そ
し
て
？
’
J
都

｛
弓
市
パ
一
種
土
が
代
表
折
半
日
一
就
任
し
た
c

ムーは

一
今
後
の
市
出
金
私
見
直

L
を
に
も
り
ん
で
、
政
党
ヤ
官
庁
に
対
す
る
口

ν
1
出
動
を
が
め

ん
で
消
費
高
金
融
業
界
も
、
p

れ
山
一
吋

L

札
し
て
政
界
て
竹
そ
J
h
m
m
T
λ

化
ー
さ
せ
ミ

一、一心ぺ
J
f
r

丹
に
は
一
全
国
代
金
業
政
治
叫

明
治
」
ヘ
ヘ
一
政
速
）
を
杭
成
し
、
じ
民
日
ふ
れ
は
じ
め
ム
す

の供与い

dnr、
野
党
内
民
宇
党
議
員
に
も
、

パ
ー
ザ
ィ
i
森
川
の
市
栴

へ
や
政
治
家
数

i
人
を
杯
い
い
た
忙
眠
気
一
人
目
、
U

阿
倍
L
V

通
乙
て
資
金
大
〉
鋭
位
、
ν
始
め
た
ハ
ま
た
、
村
山
目
覚
の
政
治
家
の
山
示
＆
止
め
の
：
午
パ
ド
も

行
〕
ご
い
た
ど
い
う
じ
さ
ら
に
泊
費
者
金
融
業
界
は
、

間
人
高
武
装
の
た
め
に
学
凶
作
の
力
も
借
り
よ
う

y
L
I
J

0
0
0年
に
一
試
い
さ

れ
た
U

稲
日
仁
川
了
消
資
者
会
融
汁
ヲ
ピ
ス
州
究
所
／
ひ
一
コ
年
。
円
一
［
け
ぶ
り
ヶ

L
ン
y
ト
ピ
、
ン
、
れ
ス
研
究
所
に
も
利
変
一
史
）

経
済
r
了
円
却
前
に
基
っ
き
、
相
川
県
ヘ
ザ
列
を
撒

h
r
Lて
金
利
J

主
司

i

一
化
す
べ
き
だ
と
い
う
i
A出
を
一
行
い
、
消
官
壱
金
融
業
界
の

件い
v
y
J
i
A
つ

。
こ
の
研
究
一
川
の
淫
討
は
ヘ
心
付
JLγ

椋
N
と
し
て
お
川
、

前
費
者
金
問
け

i
ノ
」
ス
研
究
振
航
ハ
協
会
と
い
う
ヨ
体
か
ら
、

c
cコ
年
成
以
降
、
’
句
作
六
コ
ロ
万
t

七ハ

J
C
5円、

｛
ン
ハ
）
七
ム
汁
皮
王
一
J

で
総
額
五

C
C
石
川
の
Z
f
h
h
Lヤ
一
受
け
て
い
る
。
こ
の

泊
費
汗
全
域
サ
l
ど
ス
研
究
仁
川
興
協
会
は
、
人

T
中
主
の
貸
金
業
者

一
引
ぐ
っ
く
ゐ
任
吉
川
体
ず
あ
り
、

。
f
J

じ
サ
九
月
内
戸
J
ト円

で
は
ア
コ
ム
朴
誌
が
理
事
長
、

γ
ノ
フ
ル
、
武

l
、
ブ
口
ミ
ス
、

一
汗
信
販
の
経
泊
者
が
訓
判
事
を
務
め
、
事
務
弓
は
一
洋
信
阪
に
省
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か
れ
と
い
た

J

振
興
協
会
の
巡

u
賢
は
、
兵
員
で
あ
フ
Q

一
生
の
会
費
れ
賠
わ
れ
て
お
り
、
消
費
ノ
ド
ヰ
敵
討
ド
ス
併
売
所
へ
の
寄
付

の
ほ
か
、
「
消
費
者
会
的
什
ピ
ス
碕
究
公
会

の
懸
賞
礼
一
州
主
に
羽
成
金
を
出
ず
宇
奈
も
行
つ
戸
、
ぃ

第
七
郎

B
Mけ
金
融
問
題

街
正
一
μ
l
ン
河
品
川
辺
は
別
決
し
た
ん
川
’
に
わ
え
た
が
、
次
い

F
捌
け
八
4
4広
（
口
い
山
沢
貸
令
業
昔
、
に
よ
る
境
計
が
拡
大
」
ヲ
る
ハ

じ
獄
内
H
〈
す
オ

者
と
は
、
出
資
法
川
一
司
第
九
一
仰
で
、

υrd
↓
業
員
立
人
以
下
の
小
刻
現
零
細
事
業
高
を
ぬ
I
J

し
付
け
の
川
町
設
と
し
、
選
沼
剣
山
が

G
O
ハ
以

L

（戸、、

c
c一
？
の
七
へ
し
以
こ
の

U
数
に
わ
た

η
？
対
青
山
川
門
業
所
ま
た
以
什
一
川
に
ー
円
ら
が
赴
い
て
集
長
ず
る
こ
と
を
業
務
力
法
レ
L

」一一ヲ

る
と
定
め
ら
れ
た
資
企
業
者
マ

J

め
る
し

υ掛
け
主
融
に
問
問
1
て
は
、
出
資
法
の
広
町
川
第
八
唱
で
、
干
i

一
口
九
・
五
詳
の
お
何
人
ム
利
が
ば

J 会剰j荏＂名めぐ z，：改前週杵 l、

そ
こ
で
出
資
法
改
L

h
よ
る
上
限
金
利
引
き
げ
に
什
い
、

日
掛
け
令
部
に
大
臣
の
菜
昌
が
参
入
〔
ん
コ

j
し

f
、、
h

J

1
－
、
ー

こ
の
け
掛

げ
ん
中
瀧
染
者
の
中
い
じ
川
、

多
数
の
保
証
人
を
と
り
、
す
仏
い
が
少
し
で
も
肝
1

札
る
と
暴
力
的
・
脅
迫
的
取
り
立

J
ゲ
一
行
、
つ
業
背
も
い
た
ハ

m
 

－J
 

cn 
リリ日！人以

ま
だ
山
守
司
法
附
則
第
九
ruh
の
要
件
げ
に
違
反
、
二
＼
ふ
婦
や
サ
ラ
リ
マ
ン
に
貸

J

刊
汁
ノ
た
り
、

ま
と
め
払
い
？
ぷ
行
込
不
正
志
さ
せ
れ

fu

す
る
4
4ポ
F

世
も
い
た

寸
会
で
も
こ
の
問
題
が
以
下
リ
！
げ
ら
れ

日
針
け
令
…
！
一
に
よ

じ
拡
i

人
し
て
き
だ
た
め

ロ
ヘ
）
／
＼
汁
h
月
じ
山
川
資

刊
行
ペ
と
貸
金
業
規
制
刑
法
の
改
正
が
行
わ
れ
た

J

ム

τ
の
山
一
行
は
、

じ
引
け
金
融
一
の
特
別
金
利
を

1
h州
－

J

半

%
L
引
さ
ト
げ
る
こ
と
、
ド

引
け
へ
長
引
間
業
省
力
債
務
者
河
辺
業
計
ま
た
は
住
r
引
ト
壮
い
て
向
い
り
集
ヘ
守
す
る
円
数
字
広
済
期
山
の
ひ
っ
分
の
L
U

円
、
以
上
か
ら
ひ
〈
＼

、f

分
の
冗
コ
以
に
変
更
す
る
と
い
、
つ
も
の
て
あ
〉
ょ
に
u

け
れ
U

も
い
掛
け
h

献
の
核
三
円
は
、
そ
れ
刊
品
位
J
K
司
会
一
回

γ
拡
大
し
続
け
た
と
ニ
一
円

ゲレ

わ
れ

~ ,, 

'C' 

む
つ
六
午
一
月
に
成

v一
し
た
貸
企
業
法
で
、

け
賦
貸
金
主
苔
お
よ
び
市
話
担
保
全
世
に
午

η
川
・
七
主
出
ま
で
お
め
ら



,,ii 

れ
て
い
た
特
例
会
判
の
凶
二
か
た
め
ム
れ
ナ
c

で戸、、
問

zli、H

r
Aぺ
1
y
悔い

ヤ
ミ
全
般
問
題

σ〉
業
°＇乙u 

が
タダ
か

ナ,. 
ふう
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？
り
い
、
土
り
に
き
な
社
会
判
山
引
惜
し
な
「
た
の
が
士
、
ミ
金
川
口

で
あ
る
。
も
と
も
と
ヤ
ミ
金
臥
は
、
貸
金
業
の
笠
釘
を
行
わ
ず
、

加
川
公
慌
で
r門
中
古
を
ノ
行
い
う
業
者
が
多
か
っ
た
の
だ
が

い
ん
ゆ
が
ら
山
資
法
の
金
利
引
別
抗
に
逮
f

ん

こ
の
唄
に
な
る
と

貸
金
楽
の

L
て
前
金
利
て
貸
1J
付
け
を
行
う
業
者
が
主
治
し
て
い
と
の
ス
ポ
1
7
新
河
川
十
夕
刊
紙
、

hFパ
珂
の
折
n
A
Jリ
広
台
、
週
刊
誌
な
ど
の
多

く
は
、
貸
金
引
告
の
な
目
的
手
し
f
、
い
る
こ
と
を
広
告
掲
載
芯
準
ー
に
し
て
い
る
か
ふ

J

で
あ
る
「

し
か
も
引
退
時
開
お
ポ
門
紋
の
場
合
、
住
只
ι

業
沼
制
法
べ
条
が
主
的
ユ
泊
三
録
恒
行
事
由
が
な
い
限
り
、

凶
f
J

＝c
c
c
Hの
円
録
手
数
料
さ
え
音
、
弘
、
λ
ば、

行
設
業
め
れ
常
川
川
は
…
斗
－
h対

で
あ
、
た
コ
な
か
で
も
東
京
都
知

I
皆
川
叫
の
長
苔
が
多

i

、
蛍
録
し
て
』
÷
九
リ
守
川
じ
更
新
帯
号
が

都
汚
染
者
と
も
ヰ
ば
れ
た

γ
ミ
会
引
耐
の
金
利
ば

が
多
か
っ
た

ト
ィ
t
J

一
（
一
」
寸
寸
ご

＋

L

一

（

i
v

剤
、
年
一
人
五
%

ト
ニ
」
（
一
り
は
む

割
、
ノ
「
七
二

の
だ
が
、
h
の
頃
に
は
「
ト
一
ゴ
シ
二

O
R
で
凶
削
、
キ

川
一
ハ
ハ
一
一
%

；

hA
こか
d

っ
て
い
た

な
か
に
は
A
J

剥

が

円

割

へ
午
二
一
ハ
h
G
%）

と
い
う
ヤ
ミ
ム
可
一
ま
で
ち
が
引
坂
L
、
い
た
）
ャ
、
＼
ム
L

闘
は
も
い
ど
も
L
f

違
法
営
業
を
ノ
打
っ
こ
い
る
の
ご
、
約
傍
若

も
勺
ば
ら
暴
力
rけ
・
長
泊
的
ヘ
ム
攻
リ
リ
て
を
「
仁
つ
つ
こ
の
た
め

が一

夜
注
げ
や
刺
殺
に
追
い
込
ま
れ
ふ
多
重
債
浅
い
白
ヤ
中
小
・
す
今
柄
主
茶
話
も
少
な
く
は
な
カ
ワ
た
と
い
う

の
返
済
が
涼
勺
た
均
台
、

法
汁
丁
設
に
d

る
債
権
凶
収
は
不
い
わ
ず

九
九
つ
引
代
卜
れ
あ
た
り
カ
ら
ヤ
ミ
主
航
の
桔
九
百
は
斗
日
増
し
で
い
た
。

ヲで
F

」
刊
、

円
。
コ
ム
汁

回
い
じ
全
自
の
、
主
λ

？
で
千
司

山
仏
主
甲
ー
ム
、

ヤ
ミ
金
訟
の
被
害
者
ら
が
、

〈
十

E
ヤ
ミ
ハ
ム
域
対
川
市
九
一
ぷ
一
を
結
成
し
、
一
J
都
目
h

十
一
ム
ム
ァ
代
哀
悼
事
、
川
じ
事
枇
判
所
の
木

村
裕
ヰ
九
日
清
士
um’
事
妨
弓
r
一
｛
に
就
任
し
た
し
同
会
一
設
は
、
ヤ
ミ
金

C
否
や
都
知
市
ぃ
ド
山
元
日
業
者
の
ト
人
員
行
政
処
分
の
市
し
げ
一
亡
、
銀



ノ
れ
に
対
宇
乙
じ
山
中
↓
の
凍
結
や
が
切
の
山
一
向
、
金
円
↓
品
川
町
リ
ム
明
日
吉
為
的
混
動
会
」
ノ
打
っ
た

か＋国

河
川
叶
事
バ
［
此
仙
の
し
主
動
ご
は
、

／コ

年
九
月
ー
か
ら

ロ
コ
ル
年
ハ
H
け
ま
で
計

週
、
と
べ
五
厄
六
六

」
の
運
動
は
マ
ス
コ
ミ
で
も
た
え
い
く
取

り
上
げ
ら
れ
、
野
察
に

γ
ミ
〈
？
…
の
以
り
締
ま
U
を
め
化
す
る
よ
う
ん
慨
す
こ
と
ド
な
叶
た
2
い

ヤ
ミ
全
般
の
役
一
吉
が
争
ノ
叫
ん
し

マ
ス
ミ
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
、
つ
い
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

ひ
っ
二
一
年
仁
は
ヤ
ミ
ヘ
守
敵
対
策
の

J
い
い
巾
怖
が
功
、
持
さ
れ
る
工
、
つ
に
な
っ
h
J
U

さ
ら
に
伺
年
六
月

川
い
に
は
、

γ

八
奴
い
リ
ヘ
同
市
で
ヤ
ミ
ハ
ム
一
阪
会
ば
凶
と
し
に
悲
惨
な
心
中

藤
村
ぺ
与
で
に
生
む
八
歳
に
な
る
妄
の
長
兄
の
一
今
一
人

が
、
ヤ
ミ
金
琳
に
よ
る
仙
制
約
な
取
り
斗
て
を
苛
に
し
と
線
路
山
門
で
し
め
が
み
込
み
、
古
車
に
は
ね
ら
れ
町
比
し
た
と
い
う
も
の
で
め
る

介
。
二
の
事
件
は
、
八
尾
市
日
住
む
！
ハ
一
昨
械
の
た
し
」
！
ハ
九
歳
の
一
言
、

F

」の

1
件

U
K般
に
ヤ
ミ
全
致
問
題
は
大
え
な
引
会
問
題
と

1
て
認
議
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
c

J 会剰j荏＂名めぐ z，：改前週杵 l、

f
J四
市
の
、
】
中
事
引
か
ム
一
ヵ
汀
「
後
の
七
月
五
日
に
、
設
i
h
（
止
法
と
し
て
一
促
議
さ
れ
た
、
川
資
日
比
と
賃
金
業
刻
制
法
の
改
山
糸
、

u
わ
ゆ
ふ
一
ヤ
ミ
金
融
持
法
己
主
τ
」
が
、
参
該
院
本
主
主
ぷ
lL
会

双
で
可
決
さ
札
、
成
V
十

ζ
h

に
、
罰
則
が
強
化
さ
れ
B
／
〈

ur資
け
、
達
比
何
一
川
h
九世利ト〆

貸
金
裟
規
制
仕
述
反
の

る
い
だ
市
川
ば

、
守

｜
、

v
1
r
 

勾をご
ヲマ

も
の
札
釆
の

午
以
下
の
懲
役
も
し
く
は

三
万
円
以

F
の
笥
ム
古
か
ら
白
年
以
ト
の
懲
役
も
し
く
は
一
J

弓
円
以
ト
の
笥
人
γ

と
十
八
幡
い
つ
フ
き
！
げ
わ
れ
た
司
令
…
引
は
、

従
hh
は
受
布
川
r

す
れ
ば
込
山
J
の
対
象
こ
な
っ
た
の
だ
が
、
利
払
い
を
嬰
ぶ
す
る
～
～
〆
～
だ
け
で

法
人
に
付
す
る
罰
金
の
ト

L

恨
む
、

も
い
に
罰
円
汁
象
と
な
っ
え

内
金
利
の
場
げ
は
二
千
刀
円
、

ド
つ
い
、
は

信
円
に
引

き
上
け
ら
れ
人
J

O

さ
し
り
に
、
付
1

以
p
h版
業
者
が
広
吉
を
出
し
た
り
、
竜
f
削
な
と
と
貸

h

リ
す
る
と
、
山
口
刈
円
以
、
の
剖

、f

全
が
私
さ
れ
る

p

－
と
に
な
り
た
。

ゲレ

第
ー
に
、

登
録
制
度
が
厳
怪
化
去
れ
た
、
山
い
日
米
は
畜
同
に
が
備
が
な
け
れ
ば
行
政
刈
は
岱
手
伝
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
か

J

た
の
だ
が
、

暴
力
団
関
係
省
や
不
H
行
為
を
行
、
っ
恐
れ
が
あ
る
者
に
つ
い
て
は
、

Nmuy
比
を
ιrT引

l
fじ
さ
る
こ
と
に
な
っ
た

U

三
た
市
請
時
に
は
、
日
告
苫 ／＼ 

取人法羊JG2 (2 :77) :m「2(112.7J 



,,ii 

か
ら
逆
転
免
許
一
討
ヤ
店
の
賃
貸
町
ん
約
舎
の
臼
河
川
会
1

収
め
る
心
一
と
さ
れ
f
L
ー
も
ご
も
ソ
町
付
ん
は
、
常
川
叫
制
や
一
前
付
制
に
↑

l
t
Zノ沢一一め

ク

L
いふ
J』

＝
こ
ろ
が
は
民
肯
と
金
融
丁
が
、
抜
別
総
和
の
流
れ
に
逆
ノ
わ
す
る
ー
こ
じ
は
い
た
し
、
法
案
成
げ
を
』
受
光
す
る
野
党
が
妥
協
1

二
九
州

で戸、、
問

緑
川
は
維
持
さ
れ
る
こ
こ
と
な
っ
一
た
コ

ル
弟
二
一
い

山
山
説
法
で
定
め
ら
れ
た
私
人
日
川
士
の
貸
借
の
ト
摂
金
川
一

〔
河
口
ん
－

4
1）
を
超
す
刀
人
約
会
年
効
ど
し
、
川
打
払
い
を
ぶ

要
と
ゴ
ヅ
る
規
氾
も
設
け
り
れ
L
h

一

ι
L
H
d
J戸
見
守
、

4
7
－

A
J
E
1
R
〉
二
〉
三
三

ノ斗
t

？ーら〈
3

、1
b
j
A
1
胃ユ
l

t

v

y

d

J

U

似
九
ノ
グ
ナ
ム
ゲ

野
え
は

π不

山
口
民
党
内
で
は

川
河
口
た

全
ー
を
返
さ
な
い
の
は

T
）
三
〉
一

7
J
L一
：
ー
ノ
ご
ミ

3

1
1ト
サ
ノ
ヰ
寸

C
ユ一つリバ
F
t
F
t
ト

て

φ
d
z
刀づ
A

L
f
一
い
も
つ
巳
円
ノ
が
h
J
山か〆

J

た
七
め

市
本
は
原
則
的
い
し
は
済
す
ん
v

必
叫
が

あ
る
と
い
う
見
解
日
落
ち
着
L
た
c

も
っ
J
も、

γ
ミヘ
L
棋
の
殺
t
u
v什
が
来
高
一
対
し
て
、

支
払
っ
た
枇
自
民
、
必
ー
不
の
返
還
を
求
め
た

i

：＝：、

副
主
で

ω
一
元
ヰ
仁
つ
い
て
は
此
法
。
一
ヘ
条

を
挫
用

L
、
祉
問
存
者
切
に
門
店
、
舟
義
務
は
な
い
と
J
q
Z
判
決
か
山
て

（
ょ
小
可
法
広
岡
給
付
）

ミ一一づ
v
l
 

公
山
い
‘
良
川
町
に
反
す
る
む
ぬ
の
た
め
に
支
私
り
た
ふ
れ
は
返
還
を
誌
求
で
き
な
い
と
い
う
も
の
ご
あ
る
そ

小
川
一
民
有
小
い
給
付
と
は
、

の
と
め
、
被
5
者
r
パ
川
流
に
取
り
組
む
弁
設
士
や
市
民
い
い
い
υ

将人ハ
F
T
Y

は、
F

）、っ、
J
J
J

」
判
例
を
も
と
に
、

ャ
、
、
会
訓
は
f

片
山
同
点
俗
に
反
す
る

犯
弄
守
リ
品
集
へ
い
阿
で
、
そ
こ
か
ワ
佑
り
た
会
は

切
返
す
必
要
が
な
い
」
と
、
tn
対
応
そ
下
二
」
さ
た
の
で
為
七
、
こ
の
こ
と
を
川
一
正
じ
な

か
ぺ
た
改
正
案
に
だ

L
て
は
不
満
の
戸
も
あ
コ
た
こ
い
叶

貸
金
山
楽
界
か
ら
は

つ
つ
つ
年
六
月
仁
改
止
出
資
バ
、
が
凶
行
さ
れ

上
主
金
利
が

F

士
ハ
マ
時
期
じ
一
号
ミ
公
開
が
急
附
ん
一
L
た
の
は

L
J
↓
お
に
引
き
で
げ
ら
れ
た
こ
と
が
風
刺
だ
こ
い
入
指
引
も
な
じ
れ
え

F

〕
れ
に
よ
り
資
金
刈
達
コ
ス
ト
が
向
い
中
小
山
ロ
ヘ
ム
米
い
い
宮
内

童
子
し
た
り
、
大
「
の
や
一
ト
入
っ
た
り
す
る
業
者
が
増
え
た
っ

今
が
ヤ
ミ
’
ポ
肢
に
流
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
川
前
述
の
、
と
お
り
、

川H
H
d
は
川
淵
さ
れ
、

そ
の
結
果
、

借
り
入
れ
え
γ

行
、
ス
な
く
な
っ
人
J

百

」
上
限
金
利
に
つ
い
て
法

一一ハノハ
J
C年
の
改
正
出
資
法
で
は
間
却
に
、

停
泊
行
従

一
々
ー
を
む
泌
し
七
後
、
検
討
を
加
え
、
必
乏
な
見
出
し
走
行
う
こ
と
が
刊
記
さ
れ
た
の
千
下
二
、
完
全
業
界
は
午
ミ
〈
ム
威
川
立
地

と
し
仁
、
年
内
・
六
七
五
%
ま
ご
金
引
を
引
き
工
い
じ
る

p
」

J
を
い
弘
め
、

政
界
へ
心
偽
3
か
げ
を
弦
め
だ
u

こ
れ
に
対
し
て
多
重
信
荷
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さ
の
紋
市
川
体
は
、

p

怖
い
ン
が
各
一
市
債
務
／
や
や
一
片
品
山
川
し
三
た
め
だ
y

で
張
し
、

ヤ
ミ
h
T
J

吋
酬
が
増
え
た
の
は
、
一
｛
川
へ
常
利
の
汁
ブ
ん
丘
、

利
一
弘
パ
剥
摂
法

ir定
め
る
一

：
ー
一
一
（
ぺ
い
%
、

フ
ー
コ
当

i
L－
J
J
；？

Jrzし
ト
ド

j

ぐ

rぃt
i

l
－

る
よ
う
犬
iり

こ
れ
ー
し
汁
し
は
民
党
は
、
金
利
は
当
印
折
、
ぇ
置
く
干
）
ピ
と

ν

議
ハ
刷
会
一
先
送
り
し
た

υ

「
ミ
金
際
、
川
、
罰
金
利
か
批
刈
を
荒
め
て
い
る

中
、
金
利
歩
引
き
上
げ
る
こ
世
耐
の
反
科
甘
ん
を
招
ノ
＼
L

与
え
れ
一
か
ら
だ
と
い

」
の
た
め
「
ャ

λ
i雨
対
ペ
ホ
法
一

の
刻
刻
に
は
、
「
法

改
正
後
の
貸
〈
ム
vオ
引
度
の
あ
わ
刀
打
心

E
び
山
資
法
の
ト
民
全
利
い
に
つ
い
て
は
、
改
日
以
施
行
川
官
庁
を

H
訟
と
し
て
、
岳
民
な
C
4
K
L

を
行
、
つ
も
り
し
い
す
る
」
と

γつ
74
一
円
が
内
び
弘
り
込
ま
れ

ん
で
公
企
業
KJMUν

「い、

に
と
と
ま
ム
つ
ず
、
山
同
由
企
杭
斡
ま
で
貯
え
る
よ
う
に
な
，
た

f

出
対
法
的
以
ι

「
（
限
令
引
の

貸
企
業
高
が
す
刊
の
日
制
度
に
い
山
じ
て
A

山
間
に
金
利
を
設
定
で
さ
る
よ
、
つ
仁
す
れ
ば
、

円
用
刀
が
渋
い
人
い
も
リ
ス
ク
に

J 会剰j荏＂名めぐ z，：改前週杵 l、

見
合
、
た
金
利
ぜ
貸
し
出
す
芯
よ
う
に
な
ゐ
コ
そ
う
す
れ
ば
ヤ
ミ
金
融
は
容
を
欠
い
、
山
い
川
伐
と
な
く
な
ノ
九
L

ろ
う
l
y

い
う
の
で
あ
る

J

ま
と

i
限
会
同
規
制
の
た
め
、
資
金
市
長
が
あ
る
者
に
対
て
必
設
な
資
会
が
行
き
枝
、
つ
ず
、
か
え
っ
亡
消
費
者
小
泊
一
J
w
m
品
川
の
際
会
本
一

h
F
｝

7
、iA4

一u
b
一、よノ一ふ乙以
J

り
作
品
汽
－
九
九

1

1

、
，
（
、
一
一

4

4

i

J

1

業
界
の
協
ェ
さ
か
け
が
効
い
た
の
か
、
ご
の
考
え
方
は
門
民
党
ぷ
H
一の

い
っ
た
）
〈
リ
〈
り
＝
年
N
Hけ
に
、
ャ
、
、
会

制
対
策
の
法
府
漏
一
千
検
討
し
r
と
さ
だ
刊
日
比
人
完
封
侍
金
融
・
内
閣
・
法
務
人
川
河
が
会
で
、
出
資
法
の
！
γ

叫
ん
一
刊
を
」
川
J

き

rげ
る
こ
と
の
石

効
刊
に
つ
い

L
だ
こ
こ
が
あ
っ
と

F

一
の
時
、
山
市
～
晴
見
か
ら
は
、
「

f

山
中
」
な
取
り
す
て
に
汁
忠
す
る
必
長
は
あ
る
、

ν、

会
不
利
は
社
会
で
い
ろ
ん
な
一
↑

i
ヌ
が
あ
っ
て

そ
れ
に
対

L
ず
る
金
刊
が
あ
る
の
は
正

h

だ

「
ア
メ
リ
カ
の
語
調
法
時
代
に
マ
ゾ
／

、f

ア
が
hl
え
た
k
う
ド
、
根
拠
の
な
い

に
H
U
「
れ
ば
訴
を
牛

t
、

令
利
は
不
幸
利
由
に
」
一
一
ヲ

銀
行
と
泊
費
4
打
、
ヤ
献
は
宍
な
け
、

ゲレ

J
J↓一一、一ャ
i
公
鯨
に
走
る
八
を
、

ヤ
ミ
八
ム
践
し
な
い
染
者
が
欽
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
っ
と
、
金
利
問

J

引
で
の
も
の
の
撒
発

を
い
水
め
る
斗
一
日
出
um’
柑
次
い
だ
と
い
う
c

九
月
の
ん
同
部
会
む
は
、

日
子
山
品
の
議
員
連
日
m

－
金
誠
心
リ
1
ピ
λ
前
肢
を
杭
討
ず
る
会
」
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ミ八い
J

融
対
認
な
！
一
仁
つ
、
て
川
町
け
ま
μ

め
を
発
表
し
、

上
限
笠
利
に
つ
い
じ
、
は
「
4

軒
、
据
え
直

5
r
す
る
こ
と
が
適
コ

Y
1
υ
F
 

「
L
〆

l
j
q
ム

の
際
じ
は
、
人
常
利
況
判
引
の
撤
廃
校
一
～
九
一
め
る
十
円
が
多
数
ヰ
一
向
め
た
レ
し
う

｝
の
め
山
川
け
ま
と
め
の
い
刊
仏
一
書
で
は
、

で戸、、
問

ー
上
限
主
刊
の
い
っ
そ
つ
の
引
き
げ
を
行
つ
丈
坊
竹
に
は
、
健
全
な
笠
公
主
苦
い
の
発
民
や
μ
託
金
需
浪
者
の
ニ

i
？
へ
の
充
足
を
妨
げ
る

も
し
ろ
ヤ
ミ
全
市
川
江
本
が
べ
叫
ん
述
禁
じ
ら
れ
ふ
て
L

を
市
犯
に
、

じ

ま
し
い

2
の
さ
円
い
が
あ
3

た

2
1ゴ
山
九
れ
た
の
で
あ
る
u

川
ョ
能
斗
ー
が
れ
ノ
＼

ト
視
全
刈
げ
に
つ
U

て
は
引
き
L
し
げ
又
は
村
山
間
化
が
望

こ
の
金
利

μ由
化
論
に
対
し
て
は
、

んす和いを

μ山
化
ー
一
ヲ
ヴ
心
レ
し
品
企
科
目
的
止
め
が
か
カ

ιな
く
な
る
、

多一

ι債
務
荷
な
と
向
リ
ス
ク

吋
－

4

止
の
」
間
以
令
杭
に
よ
り
以
議
7
7
G
必
更
性
が
あ
ゐ
r
一
い
っ
た
反
訴
が
な
さ
れ
た
＝
世
正
胤
干
の
と

日
同
に
に
は
布
川
吋
寸
門
別
叫
が
偽
か
な
L
七
め
、

F

」
4
hソ
、

め
る
長
界
関
係
苦
も
、
資
設
業
界
で
は
ん
ム
利
が
円
山
化
さ
れ
て
も
九
J

利
が
下
が
る
こ
と
は
な
く
、
人
ム
利
t

仁
山
同
化
ー
と
は
金
利
引
さ

し
し
げ
と
同
じ
こ
と
で
あ
り
、

A
L
リ
ス
ク
の
人
に
た
い
主
利
で
貸
す
と

ltつ
こ
と
は
、

破
綻
し
そ
ろ
な
人
に
さ
ら
に
貸
し
付
け
る
h
い

う
こ
と
だ
と
、
ど
＼
一
そ
ふ
な
こ
と
ふ
4
7
J

え
て
い
ふ
似
り
、
こ
の
業
持
は
「
一
雨
を
与
え
ゐ
仁
足
る
百
川
は
得
ら
れ
な
い
と
広
い
ま
オ
上
」

と
、
金
利
い
い
門
出
叱
論
を
批
判
v

J

て
い
？
と
い

第
九
節

f古

こ
こ
ま
で
貸
金
主
規
刊
の
侍
史
そ
概
説
し
て
き
に
こ
の
符
緯
を

1

作
為
過
玖
L

レ
－

f
M

作
為
沼
訣
一
の
勾
川
J

か
ら
ま
と
め
て
み
よ

九
日
川
引
の
利
息
引
限
J
い
の
改
正
L

と
山
資
法
の
引
で
に
上
り

グレ
l
ゾ

／

4
1
刊
は
パ
守
品
川
さ
れ
h
J
n

利
ヶ
日
制
限
法
条

は
、
貸
企
業
省
が
リ
ス
ケ
の
同
い
常
h
H
J
T

＼
の
貸
し
パ
刊
日
υγ

た
め
ら
う
こ
と
が
な
い
ょ
っ
立
H
b
M
以
前
に
設
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
れ
、

府
キ
」
ル
叫
批
J
9
7
令
て
と

P
リ
人
々
の
高
い
骨
り
子
へ
の
資
へ
L
供
給
が
行
わ
れ
な
く
な
る
し
仁
い
う
一
件
｝
為
退
誤
」
を
M
M

遊
［
仁
、
っ
ー
す
る
も
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の
で
あ
っ
ず
こ
ま
だ
い
打
、
出
合
判
を
U
J

一
明
日
者
の
任
怠
仁
一
姿
ね
乙
こ
こ
で
、
「
不
作
為
～
過
誤

の
e
R
打
が
行
政
に
ポ
セ
ら
れ
る
こ
と
は
川
選

で
き
る
シ
バ
断

L
た
の
ナ
ヒ
推
察
き
れ
る

ど
？
ろ
が
利
息
判
限
法
糸
二
頃
は
、
最
高
作
品
川
リ
託
に

4
り
台
法
性
会
一
宍
λ

こ
と
に
な
る
。

カョ

ニ
内
問
題
は
長
期
川
に
わ
た

り
顕
在
化
し
な
か
っ
た
。

け
れ
ど
も
一
九
ト
A
O
年
代
夜

T
以
功
、

十
〈
作
品
辺
市
ぷ
が
可
視
化
た

r
F
Z
H
E
J
！
？
H
Rい
じ
？

で」
J

ノj
1

円
支
え
？
／
F
E
l
E
7
1

ナP

V; 

L
T
L
 

1
1
F
fノ

一
司
に
は
1
山
岳
、
法
治
改

d
さ
れ
、
貸
令
粂
川
崎
山
靴
作
い
が
制
定
さ
れ
る
こ
し
k

じ
な
っ
九
人
n

F

」
の
降
、
出
資
法
の
？

引
き
ト
げ
勺
れ
、
中
小
の
市
川
費
者
令
｝
一
会
計
～
は
打
与
を

7
え
た
〈
し
九
M
L誕
の
と
こ
ろ
、
ト
ム
八
「
の

r
出
資
省
令
俳
…
会
引
の
い
将
司
に
は
H
M

山
告
が
吃
ば
な
い
よ
う
、
そ
の
貸
出
宇
よ
河
金
が
い
を
」
凶
る
水
準
に
ま
で
し
か
工
川
出
、
北
い
は
引
き
ト
げ
ら
れ
な
か
，
た
の
ご
あ
る
c

さ
ら
に

賃
金
業
却
制
法
の
同
一
一
条
に

規
定
が
砕
け
へ

E2れ
た
こ

lyr、

P

｝

ι引

u
d
h
u

グ
レ
ー
ザ
ー
シ
告
利
い
が
な
法
化
さ
れ
ど

f

み
な

L
弁
治

J 会剰j荏＂名めぐ z，：改前週杵 l、

の
は
避
が
優
先

5
れ
が
た
め
だ
と
解
釈
で
き
る
へ

そ
の
／
向
、
尚
工
汁

i
ン
、
ヤ
ミ
金
融
が
社
公
開
恥
化
し
、

不
作
品
過
ぷ
が
可
制
化

ν
た
も
の
の
、
出
資
民
の
し
限
金
利
の
引
き

下
げ
は
、
十
人
？
治
究
者
令
融
会
社
山
代
H
U「
笑
効
ノ
ム
利
九
r
上
い
る
佐
波
に
と
ど
め
ら
れ
た
ハ
し
託
金
利
に
よ
り
多
1
債
務
丹
悶
訟
が
ぶ
き
て

い
る
と
い
う
「
小
作
為
地
誤
L
J
t
間
出
杭
し
、
こ
の
こ
し
主
化
「
政
治
に
し
ょ
っ
こ
す
る
団
体
も
現
、
引
い
た
も
の
の
、
依
然
と
ぷ
＼
会

引
の
実
質
つ
フ
き
yf
げ
は
、
資
金
を
式
起
と

L
て
い
る
佑
）
手
へ
の
資
金
供
給
会
一
一
寸
宰
一
口
し
と
｝
ま
う
と
う
「
刊
為
川
創
設

手
よ
り
霊
南
北

期
目
〕
、
こ
れ
を
は
避
す
る
こ
と
を
綬
売
に
政
治
が
維
待
也
、
れ
た
の
と
あ
る
〉
さ
h

，
し
上
明
金
利
を
低
く
設
定
す
る
ご
♂
守
、
か
、
え
っ

ご
ヤ
ミ
全
般
茶
話
が
培
、
ス
る
と
い
っ
九
J

主
張
も
な
さ
れ
人
で
で
つ
に
な
り
、
「
阿
南
ヘ
ヤ
刈
論
ま
じ
も
が
山
手
場
す
る
よ
う
仁
な
っ
た

、f

ず久

7
ム
憎
い
い

P

一
こ
ま
、
の
貸
企
業
九
制
の
Mmv
巾
ん
は

司
ミ
金
一
弘
明
開
一
と
い
っ
た
引
ん
五
時

確
か
に
刊
ラ
金
問
題
や
商
て
口

l
／
問
題

ゲレ

題
の
先
生
に
よ

η

不
－
～
九
U
J
出
誤
一

を
政
治
化
す
る
討
さ
が
起
干
し
れ
、

一
疋
の
規
制
は
な
さ
れ
た
も
の
の
、
総
じ
て

同
道
が
優
先
さ
れ
て
き
た
席
中
～
で
あ
っ
た
と
ま
と
め
る
こ
と
が
で
さ
る
て
あ
ろ
う
け
れ
ど
も
、

ハ〉
f
J
九』＋
i

か
－
り
ヘ
」
ハ
U

！ハ」
U
i

－－～
u
ーか じっ
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,,ii で戸、、
問

L
l
f

－、

改
め
て
「
不
作
為
汎
誤

が
政
治
化
さ
れ
、

不
作
為
辿
誤

の
店
店
を
後
ー
ん
ァ

J

制
皮
伐
正
一
山
元
現
存
れ
る
こ
〆
に
な
る
、

U> 

ワ】
パリ

μ8
 

吋
／
」R

 
G
 

L
平

井
子
打
平
一
υ
了
ブ
八
方
崩
壊
一
一
ン
ー
ノ
J
J
金
引
同
ル
誌
を
め
い
ミ
ぬ
J
J
U
つ
H
戦
争
r

ヤ
川
書
店
（
（
〉
U

七
外
午
、
一
一
一
明
、

γ

川

パ
】
ア
ー
な
お
冷
費
者
全
前
と
は
、
サ
ラ
リ
マ
ノ
わ
メ
ー
の
、
ト
ヤ
〔
知
安
斗
象
ト
y

一
て
革
担
保
e

午
伝
記
で
前
r立
や

h
つ
ノ
ノ
パ
／
ク
を
指
〆
一
？
に
お
り
、

ー
刊
ブ
リ
才
、
J
J
2
4
制
」
、
附
し
て
汁
一
7
計」

1

吋
一
体
さ
れ
る

（
、
ヮ
ニ
ト
人
咲
か
人
主
計
ン
ス
サ
ム
を
与
ノ
る
ハ
ー
と
つ
の
わ
改
組
場
か
じ

H
 

いr
h
r
に
し
て
止
と
た
の
ご
あ
ろ
う
か
こ
の
設
捻
転
校
の
湖
特
を
次
に
検
討
す
る
。

一
μ
日
ム
本
制
は
も
一
川
、
ノ
伴
l

八
日
一
一
ー

μに
京
都
大
学
に
て
同
博
さ
れ
に
八
二
f
ハ
政
、
れ
の
一
勺
祈

3
L
F
研
究
会

γ
お
け
る
行
ι
守
止
に
し
て

い
る
研
究
九
七
ぐ
は
、

R
保
持
一
口
〆
都
大
士
、
川
町
緋
料

J

叫日（
U

杭
出
大
子
）
、
い
h
d

日
久

3
教
大
学
、
向
日
爪
兄
〈
一
日
都
k

u

d

）
各
元
三
士
＼

有
誌
な
勺
メ
ン
ー
そ
い
心
だ
い
た
ト
℃
－
に
記
？

J

て
ボ
ヰ
一
川
牢
｝
げ
た
い
一
な
お
よ
や
研
究
は
、

r凶

l
↓
一
同
合
医
i
J

丸
刈
判
り
γ省
引
け
芋
川
交

官
補
助
令
基
株
河
究

h
E〕
三
日
共
政
策
の
分
担
寸
寸
法
」
（
刈
究
代
T
h
h
じ
亡
（
刈
勝
、
が
町
出
品
位
ワ
↓
三
一
心
〆
り
阿
）
！
日
よ
合
同
究
点
果

同－

o
f
〉
〉

r
t
j
3
4
 

の

じ
日
山
人
主
取
引
別
政
三
法
研
究
会
♂
ヘ
）
ハ
ゾ
こ
年
一
、
一

仙
川
剖
慎
一
出
引

z
此
喰
い
｜
｜
消
空
V
H
へ
主
融
一
の
安
心
で
一
筑
怯
主
H
F
V

（
一
／
〉
／
）
六
〆
「
ス

プ
土
井
戸
十
、
叶
帰
行
司
凶
七
百
）

ヘ5

u

V
み
肘
恵
一
%
主
主
川
批
判
皮
肉
現
状
、
三
口
地
止
し
り
引
き
山
川
制
改
引
を
進
乙
il

－
－
川
問
主
引
用
制
看
め
f

る
議
論
」

4
口τd
（百九一い一
h

ん
バ
烹

A
T
R

『山内山戸市山出『向日目
I
H斗

J
h
d
y↓ヨ円以自白川山一一ノ山
μ
刀
立
に
F
X
蕊
ご
、
七
以

（
立
井
手
、
町
一
持
品
、
凶

i
ヨ

t

刻
明
怯
川
出

ι

－7
人
小
宮
城
減

4
Q引
（
一
（
J
一
戸
、
L
ア
、
ム
ハ
一
声
。

（一J
～

問

L
円一
1
ソ
〆
の
門
プ
ロ
（
U
ぃ
栄
〆
、

5
u
r
C
G
（
山
尚
I
つ一
r

／
下
」
ふ
、
過
払
い
主
返
還
請
求
訴
訟
な
と

r長
信
主
主
叱
さ
せ
、
と

も
に
べ
干
九
以
核
l
た

KA段
、

削

A
ずれ守、

同

五
内
r

訳
本
R
ζ
活
字
い

ノポロ

2

お

Q 
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ヘ
P

T
塚
山
片
怖
弓
戦
後
行
政
の
信
浩
／
二
一
f
レ
シ
マ
防
持
品
刊
行
政
幻
必
促
進

H

路
震
書
店
－

f

＼
／
ゾ
4

1

h

E

（
川
町
、
に
と
え
ば
、
大
市
川
蒋
荷
十
ん
働
部
人
千
一
献
室
貸
竺
史
対
山
一
今
ヰ
ボ
が
ハ
〈
）
九
年
月
カ
ム
〈
〉
一
〕
千
一
月
チ
い
か
行
一
＼
ノ
ン
バ
ン
ク
ク
ベ

出
計
検
が
あ
る
、
一
、
J

人
以
下
の
社
員
N
K
粍
の
個
人
事
業
、
し
で
を
対
象
ー
と

L
て
わ
っ
一
、
百
訟
f
h
よ
る
ヒ
2

リ
ン
グ
調
寄
で
は
、
山
下
絵
ヘ
民
公
の
訓

耳
石
に
同
し
L
、
一
期
間
ド
ド
ず
し
む
い
秘
主
の
つ
な
だ
一
斉
余
合
仙
り
り
れ
な
い
こ
し
ご
す

t
る
機
公
柑

t
が
、
ム
守
桐
k
m
来日

j

つ
て
は
非
常
に
ベ

5
勺

J

3
ー
ヶ
司
く
ら
い
の
川
町
一
C
辺
、
十
羽
達
子
点
、
き
れ
ば
、
訓
昆
リ
は
「
州
代
寸
ノ
切
れ
る
」
、
ー
高
い
金
利
刊
は
使
r

刊
弐
の
妄
」
唱
し
で
あ
！
、

ι三
が
資
令
搾
！
っ
の

出
品
み
や
存
立
書
棋
の
作
成
い
か
け
る
件
同
を
さ
え
る
ζ

、
ノ
ノ
パ
ン
ゲ
を
－
刊
川
H
F
さ
な
い
三
乙
に
よ
G
コ
ス
の
方
が
い
す
利
以
l
に
高
い
一

L

い
フ
ヨ
vや
が
な
手
打
、
い
る
大
阪
町
マ
ー
ム
ベ

l
ン
「
貸
令
市
場
に
判
ず
る
却
査
干
一
足
訂
正
皮
品
川
企
庁
小
山
お
む
料
）
ヒ
ア
リ
ン
グ
靖

果
一
ノ
ア
イ
凡
」
二
一
三
吃
＼

P
1
2
4
1
L
c
z込先立｝℃、
E
L
E
E
－P
P
E
E
d
J
3
1
2
7ユ
ヨ
一

2
一
一
円
「
コ
一
一
一
行
一
一
一
下
五
月
同
H

取
得
コ
こ
う
し
も
こ
剖

芹
を
比
に
γ
八
限
時
は
、
也
入
品
川
h
w
l
山
手
一
絞
刊

L
、
貸
付
訪
問
日
刊
J
h
v
r
kけ仰心
γ
歓
y

h

M

F

）
土
門
U
内
の
持
ム
ロ
は
i
限
金
利
」
zq

改
Jr
削
の
年

ん
九
に
一
た
す
と
に
｝
持

μ陪
相
、
本
一
方

4

明

J
刊
に
判
百
円
し
と
内
〆
か

L
t荷
山

hh

一
川
刈
ム
心
ト
可
レ
〕
て

ω
F
Lた「

（U

J

H
掛
け
金
械
の
実
山
む
に
つ
い
て
は
、
明
日
口
、
山
p
h
l
t肌
喰
い
弘
、
一
ヘ
一
八
五
以

j

へ
さ
ね
週
間
同
「
め
な
ど
い
作
れ
す
令
け
団
長
い
1
｜
｜
国
が
生
み
出

f
新
」
い
併
余
地
獄

1
γ

え
え

l

メ
ワ
イ
ア
ワ
ー
ク
ス

午
）
、
ノ
ヘ

t
J一七円

ヘ
口
〈
二
口
年
七
月
仁
川
町
日
企
業
エ
F
P
2ム
純
一
わ
け
ご
れ
た
～
／
」
か
旬
、
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1
立
引
の
増
加
が
市
恒
ん
ち
れ
iJLc

ぶ
M
L現
在
の
と
こ
ろ
、
ャ
ミ
会

以
カ
急
増
之
↑
｝
一
い
う
f
と
は
な
い
上
う
じ
あ
ゐ
（
安
京
一
心
宮
川
烈
万

三
、
実
際
に
規
制
強
化
f
v
ょ
っ
し
狩
企
業
許
教
は
殺
は
ー
に
一

b

凶

fwk

キ－
t
A
Y
M
L
一

「日～

d

十
一
都
竹
位
向
T

1

弁
護
ぃ
、
隊
、
「
宇
お
い
位
児
η
中
r

咋
弘
山
内

沈下
J
M
（
一
rv
ハ
γ九
一
立
、
ハ
一
ハ
一
ハ
円

一見、

f
塚
、
山
判
吉
、
ヘ
↓
円
以
汽
じ
引
用
部
分
は
、
ヘ
力

H
お
よ
び
＋
～
一

rバー

「
げ
一
川
間
久
牛
山
何
日
誌
は
策
い
ゐ
一
け
る
一
過
松
田
近
」
・

J

市
議
L

I

早

川
行
政
官
在
研
究
一
一
一
一
一
門
勺
～
ヘ
一
一
〈

J

汁
寸
月
）
、
一

、f

ヤミ’f融事＇＂＂中主本

件数＜／）北感
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（
品
、
較
け
石
川
ト
一
〔
一
口
一
九
／
十
九
月

U
什
軒
刊

J

（け一
J

も
L

で
り
ら
ん

I
K
4刊
ー
身
、
分
以
川
の
枠
在
九
八
一
て
は
、
対
抗
勢
ー
一
に
よ
）
／
＼
二
れ
ま
で
問
認
と
さ
れ
な
か
っ
す
過
誤
3
伽
京
刊
す
る
ご
と
ご
、

過
訊
戸
、
庄
の
パ
－
7

J

リ
八
か
再
び
選
伏
さ
れ
る
と

L
て
い
る
の
ぞ
あ
れ
、
あ
三
叩
2ω
政
販
店
時
域
主
辺
1
一
し
、
ム
市
一
昨
ぬ
過
訊
戸
、
広
か
ら
作
品
沼
山
一
訊
回

避
へ
j
政
誌
が
転
制
三
、
わ
い
た
誌
に
、
円
か
作
為
一
通
ロ
LNU設
か
ら
z
h

作
品
過
誤
肝
避
へ
の
政
投
一
恥
ぬ
か
な
ミ
れ
ァ
マ
一
と
は
ふ
り
げ
な
し
と
ま
C
論

1
J
ご
い
る
わ
け
で
は
な
さ
そ
h

？
と
勾
る

へ
山
山
）
水
上
説
明

1

令
貨
の
片
木
史
新
治
社
（
一
ピ
）
司
令
て
一
七
ヘ

π

江
水
〕
一
、
出
向
井
、
へ
心
江
（
）

（
的
ソ
ケ
サ
回
以
悼
H
ん
ぷ
出
費
主
金
融
実
出
と
救
品
川
』
岩
波
J

－
一
円
亡
ノ
一
コ
一
任
l

）

、

一

同

〕

五

h♂

一
九
日
、
五
上
、

f

削市内
4
可

八

1
1

へ
〕
円
、

（川一
J

十
日
叫
宮
、
出
直
市
消
指
名
人
ム
破
片
七
十
打
百
九
一

ヘ
忠
一
宇
部
品
、
い
一
向

J
川
張
主
主
出
、

t
一九一一日で

｛

m

r八
人
浩
司
、
制
局
内
で
ひ
一
ド
ハ
ザ
原
、
別
持
論
人
、
一
し
問
、
も
可
八
五
M
J

ヘ
幻
京
朝
日
薪
町
」

C
ハ
六
年
i
H月
一

H
付
制
川
－
九
五
ヰ
か
ふ
五
円
川
ヰ
告
に
古
町
内
名
制
九
円
組
織
の
へ
い
、
同
機
市
川
で
あ
る
保
全
経
済

円

り

ヲ

カ

l
八
授
か
ら
ル
I
資
令
手
一
世
め
E
山T

－
合
古
川
に

1
t己
資
企
九
貸
v
v
片
付
手
絞
に
、
会
片
が
岐
綻
工
と
証
手
、
止
資
士
を
返
川
立
は
一
u
q
、
渋
宝
い

軒
か
約
二
立

b
人
に
ー
だ
山
引
が
け
（
伝
九
叫
ん
h
j
u
h

刷
工
件
、
が
が
よ
も
る
ま
h
y

、
戦
凡
院
に
な
一
J

て
悪
総
長
官
が
牧
大
批
を
被
ヰ
に
υ
苧
さ
一
叫
ん
だ
事

引
が
粕
川
ん
し
た
ぺ
出
資
は
は
、
戸
｝
勺

L
よれ

J

事
件
を
h
p
ヘ撚
l

一
し
亡
、
い
わ
ゆ
ヲ
三
町
人
i
h
y

利
市
絞
院
を
取

n
締
ま
フ
マ
E

b

h
ず
い
口
的
戸
川
判
定
P
ふれた。

立
法
当
店
吋
／
呼
出
実
青
山
川
貸
付
会
一
円
不
佐
は

H
一
示
二
一
銭
へ
日
視
の
業
者
は

H
一
号
一
六
＼
九
銭
wrぽ～

E
あ
っ
た
こ
と
か
打
、
川
駅

（
〉
抗
へ

4
一
の
ん
・

4
乃
）
を
刑
罰
金
刈
戸
川
悦
に
定
め
と
〆
一
い
う
コ
菅
除
、
前
書
玲
y

人
、
一
担
。
こ
の
九
め
い
γ官
三
L

制
也
1
昨
は

投
入
L
日
間
関
取
制
り
法
一
と
引
さ
札
、
い
一
c
u
t初
日
税
問
九
玉
川
年
一
円
口
付
恥
け
に

（
お
ナ
ぷ
一
ペ
ム
サ
旧
拘
号
山
市
安
fJ
七〈ム川口、

h
凡

J
パ〉料

ヘ
出
火
以
削
掲
止
一
、
」
同

一川、

J

一
一
部
宮
、
前
舟

J
川
首
長
人
？
－
叫
位
、

円
以

,,ii で戸、、
問

ハ
（
向
て
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ヘに

J

J

斗
川
戸
市
川
A

究
者
へ
1

敢
行
U

引

の

副

党

U

F
寸
j

一
什
F
J
q
ご
り
益
ヘ
乙
均
υ

出
店
に
間
ず
る
ち
察
一

一
辺
、
宇
都
目
、
川
舟
山
担
当
小
一
川
山
止
、
七
叫
七
、
以

（山川
J

叶
J

l

r

、
引
恒
拘
非
、
凶
阿
三
」
一
心

（
刊
一
巳
ハ
剥
悶
社
会
部
1
h
l

ミ
八
ム
品
川
日
寸
央
公
論
判
1
打
（
一
っ
け
ん
刊
～
、
一
九
員
、
）

（
お
」
十

wYN向
、
前
掲

J
L官
一
首
〈
ム
湖
町
立
八
戸
l

v

対
一
ト
ー
、
剛
司
河
井
、
日
当
貞

J

二
む
九
七
ヘ
立
六
日
に
は
J

八
夜
道
が
、
「
サ
一
ア
リ

l
マ、
J

金
融
問
け
の
一
同
一
斉
」
の
沼
化
会
｝
本
め
る
よ
八
枇
首
謀
行
局
長
通
在
来
川
、
ν
た
式
的
、

川
百
九
一
わ
生
命
保
険
会
社
ま
と
の
八
ム
以
絞
悶
が
、

JJ川
浩
一
名
人
正
則
喜
界
へ
の
融
資
を
一
ワ
き
揚
げ
A
U

な
ど
の
訟
置
や
ト
y

（ナ
J

「
）
こ
れ
に
よ
リ
多
く
の
出

費
担
金
融
会
社
主
幹
去
品
殺
に
焔
い
け
、
回
議

J
1。
染
者
も
滑
に
じ
た
じ
旦
て
、
前
利
吉
、
同
い
↓
一
川
以
戸
ノ
じ

一泊、

1
7和
計
社
会
部
、
前
福
島
、
二
九
二
一
一
R
J
政
完
出
も
、
九
じ
八
年
ハ
月
に
は
は
、
産
完
が
ー
小
川
消
費
文
政

K
」
（
巣
、

を、

A
リ

μ
は
サ
会
党
川
市
「
H
川
百
エ
庁
、
改

ι
・
首
金
主
出
！
大
相
半
一
モ
発
去
し
、
ぺ
七
九
年
れ
円
に
は

d
に
究
対
リ
ム
ム
（
：
公
明
完
！
？
叫
イ
ん

が
な
け
で
議
員
合
法
と
て
「
佼
企
業
法
K

択
を
何
人
以
f

ト
県
出
ず
る
長
ど
、
公
金
宅
担
制
へ
と
動
い
て

ν
た
じ
堂
下
、
話
料
己
、
阿
川
九
月

｛
柏
も
一
－
字
、
、
こ
の
持
ト
ー
で
の
れ
萱
4
h
k
…
明
大
手
一

4
の
川
江
川
実
効
主
利
の
均
は
凶
五
－
六
出
で
品
り
（
同
表
事
出
）
、
y

限
ム
サ
引
の

引

A
一1
げ
は
、
大
J
f川
賞
長
ん
古
川
叫
ん
品
干
の
折
口
に
打
撃
を
と
ノ
ス
る
も
の
で
は
ん
」
か
っ
と
と
宅
、
え
ら
れ
。

へ
動
中
l
l

卜
、
則
男
主
円
、
川
］
剖
白

U

ヘ日
J

一
札
方
判
聞
社
主
却
、
白
川
尚
言
、
。
山
口
、
宇
都
／
J

口
、
古
松

J
均
計
者
主
融
、

（
口
一
十
郎
品
、
対
一
拘

J
ル
喪
主
主
品
川
町
同
ハ
言
、
早
一
ヘ
、
首
相
言
、

（バリ」

L

、
削
伺
刊
当
、

U
ハ

F71
いH

戸川
H

一
五
い
ハ
辛
口
山
一
一
円
い

i
J
問
題
取
材
許

戸
川
）
十
部
百
、
出
向

J
川
官
話
人
ム
川
問
、
ヘ

（Mm

ナ
ぷ
一
ペ
ム
サ
何

J
r
I訣
、
問
、
之
、

ヘ
ロ
サ
回
以
、
削
掲
〆
庁
五
日
、
闘
う
｝
、

一
泊
、
出
品
宮
、
前
舟
記
パ
謀
、
山
号
、
J

：

ー己一行一

一ハ
J

へ
い
）
九
年
て
一

ヘh
’

4
原
、
戸
祝
日
ょ
、

一2
7
F

ム人ハ〉計八、

内
ハ
凶
ハ
言
、
）

は
い

川
州
獄
へ
の
荏

μ
L｛
人
け
ム

A
m新
村
ヘ
カ
丸
九
位
）
、

、f

「
市
川
了
口
ン

Lm以
l

一！、い円（

川出
LF

／＼  

Ii 
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ヘ
刊
十
一
部
日
、
山
詞

F
V
m抗
告
主
則
、
八
九
ヘ
ハ
γ

」
J

（
町
、
宇
都
目
、
川
舟
吋
J
t
t

、
蕊
号
、
ノ
、
リ
七
司
八
刷
。

（つ
ιJ

羽
川
小
可
制
間
内
工
汁

1
ン
問
苫
取
は
1
r
折
、
山
射
台
、
六
一
ヘ
ハ
弘
、
ぷ
折
口
新
聞
花
九
九
’
L
l

一

月

付

朝

叶

ぃ

（
山
一
市
1
4
剥
悶
・
凶
工
円

l
J
J
問
題
収
可
匹
、
叫
拘
戸
、
声
。
保
一
汁
科
わ
剖
合
刊
と
い
っ
た
円
戸
的
手
数
討
を
台
め
る
と
、
同
ド
ム
ロ

l
J

的
実
立
金
利
は
年
一
」
方
出
円
達
L
一、
1

非
一
と
も
1
1
2／
0

1

ぷ
宮
、
前
掲
『
弁
当
ー
問
主
、
一
一
以
一
九
向
一
。

日
一
古
川
京
佐
川

uru印
九
一
九
九
年

H
T
A
円
吋
判
川
内

へつ山）

hr原
、
日
い
探
訪
止
、
組
一
口

寸
川
主
的
吉
、
戸
旧
判
官
作
ノ
説
、
問
、
己
、
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